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はじめに

こ こ では、次の項について説明し ます。

 • 対象読者および使用（v ページ）

 • 表記法（vi ページ）

 • 関連資料（vi ページ）

 • マニ ュ アルの入手方法およびテ ク ニカル サポー ト （vi ページ）

 • シ ス コ製品のセキ ュ リ テ ィ （vii ページ）

対象読者および使用
Administration Guide for Cisco Unity Connection Serviceability では、Cisco Unity Connection 
Serviceability を介し てア ラーム、ト レース、ク ラ ス タ、およびサービ ス を設定する手順について
説明し ます。Cisco Unity Connection ま たは Cisco Business Edition シ ス テム を設定、ト ラ ブル
シ ューテ ィ ン グ、およびサポー ト する管理者を対象 と し ています。IP ネ ッ ト ワーキング  テ ク ノ ロ
ジーに関する知識が必要です。

ヒ ン ト Unity Connection では、Cisco Unified Serviceability と  Cisco Unity Connection Serviceability の両方
でサービ ス アビ リ テ ィ 関連タ ス ク を実行し ます。た と えば、問題を解決する には、両方のアプ リ
ケーシ ョ ンで、サービ スの起動や停止、ア ラームの表示、および ト レースの設定が必要な場合が
あ り ます。 
 

Cisco Unified Serviceability は、Cisco Unified Serviceability Administration Guideに記載さ れた機能
をサポー ト し ています。Cisco Unity Connection Serviceability に固有の タ ス ク については、こ のマ
ニ ュ アル（Administration Guide for Cisco Unity Connection Serviceability）を参照し て く だ さ い。
v
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表記法

『Administration Guide for Cisco Unity Connection Serviceability』では、次の表記法も使用し ます。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、こ のマニ ュ アル以外の参照資料など を紹介し ています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷ま たはデータ損失を予防する ための注意事項が記述されてい
ます。

関連資料
Cisco.com にあ る  Cisco Unity Connection のマニ ュ アルの説明 と  URL については、
『Documentation Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』を参照し て く だ さ い。こ のマニ ュ ア
ルは Cisco Unity Connection に同梱さ れてお り 、次の URL か ら も入手で き ます。
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/roadmap/11xcucdg.html

Cisco.com にあ る  Cisco Business Edition のマニ ュ アルの説明 と  URL については、『Cisco Business 

Edition Documentation Guide』を参照し て く だ さ い。こ のマニ ュ アルは Cisco Business Edition に同
梱さ れてお り 、次の URL か ら も入手で き ます。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps7273/products_documentation_roadmaps_list.html

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポー ト
マニ ュ アルの入手方法、テ ク ニカル サポー ト 、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月
更新さ れる『What's New in Cisco Product Documentation』を参照し て く だ さ い。シ ス コ の新規およ
び改訂版の技術マニ ュ アルの一覧も示さ れています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

表 1  Administration Guide for Cisco Unity Connection Serviceabilityの表記法 

表記法 説明

太字 次の場合は太字を使用し ます。

 • キーおよびボ タ ン名（例：[OK] を選択し ます）。

 • ユーザが入力する情報（例：[ユーザ名（User Name）] ボ ッ ク スに 
Administrator と 入力し ます）。

< > 
（山カ ッ コ）

ユーザが値を指定するパラ メ ータ を囲むために使用し ます（例：ブ ラ ウザで、
https://<Cisco Unity Connection サーバの IP ア ド レ ス>/cuadmin に移動し ま
す）。

-  
（ハイ フ ン）

同時に押す必要があ る キーを表し ます（例：Ctrl-Alt-Delete を押し ます）。

>  
（右向き の山
カ ッ コ）

Cisco Unity Connection Administrationのナビゲーシ ョ ン バーで選択する順序を
表し ます（例：Cisco Unity Connection Administration で、[連絡先（Contacts）] > 
[シ ス テム連絡先（System Contacts）] に移動し ます）。
vi
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『What's New in Cisco Product Documentation』は Really Simple Syndication（RSS）フ ィ ード と し て購
読でき ます。また、リ ーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用し てコ ンテンツがデス ク ト ッ プに直接配信さ
れる よ う に設定する こ と も でき ます。RSS フ ィ ード は無料のサービ スです。シス コは現在、RSS 
バージ ョ ン 2.0 をサポー ト し ています。

シスコ製品のセキュ リ テ ィ
本製品には暗号化機能が備わってお り 、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他
の国での法律を順守する も の と し ます。シ ス コ の暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化
技術の輸入、輸出、配布、および使用を許可さ れたわけではあ り ません。輸入業者、輸出業者、販売
業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があ り ます。本製品を使用す
る にあたっては、関係法令の順守に同意する必要があ り ます。米国および他の国の法律を順守で
き ない場合は、本製品を至急送 り 返し て く だ さ い。

米国の輸出規制の詳細については、次の URL で参照で き ます。
http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html
vii
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Cisco Unity Connection Serviceability
C H A P T E R 1

Cisco Unity Connection Serviceability の概要

こ の章では、Cisco Unity Connection Serviceability に関する基本情報を提供し ます。こ の章の構成
は次の と お り です。

 • Cisco Unity Connection Serviceability について（1-1 ページ）

 • 管理者ワーク ス テーシ ョ ンでのブ ラ ウザの設定（1-2 ページ）

 • Cisco Unity Connection Serviceability へのア ク セ ス（1-3 ページ）

 • Cisco Unity Connection Serviceability イ ン ターフ ェ イ スの使用（1-4 ページ）

Cisco Unity Connection Serviceability について
Cisco Unity Connection Serviceability は Unity Connection 用の Web ベースの ト ラ ブルシ ュー
テ ィ ン グ  ツールであ り 、次の機能を備えています。

 • ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グに使用で き る  Unity Connection ア ラーム定義を表示する。

 • Unity Connection ト レース を有効にする。Real-Time Monitoring Tool（RTMT）で ト レース情報
を収集し、表示する。

 • Unity Connection ト レース情報を保存する ロ グ を設定する。

 • ク ラ ス タ と サーバの管理（Unity Connection ク ラ ス タ が設定さ れてい る場合）。

（注） Unity Connection ク ラ ス タ機能は、Cisco Business Edition と の使用ではサポー ト さ れ
ていません。

 • Unity Connection 機能サービ スのス テータ ス を表示する。

 • Unity Connection サービ ス をア ク テ ィ ブ化、非ア ク テ ィ ブ化、開始、および停止する。

 • さ ま ざ ま なフ ァ イル形式で表示で き る レポー ト を生成する。

含まれている サービ ス と コ ンポーネン ト に よ っては、Cisco Unity Connection Serviceability と  
Cisco Unified Serviceability の両方でサービ ス ア ビ リ テ ィ 関連タ ス ク を実行で き ます。た と えば、
問題を ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グする ために、両方のアプ リ ケーシ ョ ンでサービ スの開始 と 停止、
ア ラームの表示、および ト レースの設定が必要にな る こ と があ り ます。

Cisco Unified Serviceability の使用方法については、『Cisco Unified Serviceability Administration 

Guide, Release 11.x』を参照し て く だ さ い。こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/serv_administration/guide/11xc

ucservagx.html か ら入手で き ます。
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管理者ワークステーシ ョ ンでのブ ラウザの設定
管理者ワークステーシ ョ ンでのブラウザの設定
Unity Connection ま たは Cisco Business Edition サーバ上の Cisco Unity Connection Serviceability、
Cisco Unity Connection Administration、Cisco Unified Serviceability、Disaster Recovery System、およ
びその他の Web アプ リ ケーシ ョ ンにア ク セスする には、管理者ワーク ス テーシ ョ ンでブ ラ ウザ
を適切にセ ッ ト ア ッ プする必要があ り ます。

コ ンピ ュータにイ ン ス ト ールされているブラ ウザに応じ て、次の該当する項を参照し て く だ さい。

 • Firefox（1-2 ページ）

 • Microsoft Internet Explorer（1-2 ページ）

Firefox
Unity Connection Web アプ リ ケーシ ョ ンにア ク セ スで き る よ う に Firefox を設定する には、次の
タ ス ク を実行し ます。

1. 正し いブ ラ ウザの設定に必要な ソ フ ト ウ ェ アが イ ン ス ト ール されている こ と を確認し ます。
『System Requirements for Cisco Unity Connection Release 11.x』の「Software 
Requirements—Administrator Workstations」の項を参照し て く だ さ い。こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/11xcucsysreq

s.html か ら入手で き ます。

2. 次に示すよ う に Firefox を設定し ます。

a. Java を有効に し ます。

b. JavaScript を有効に し て、[詳細設定（Advanced）] で [イ メ ージの変更（Change Images）] を
有効に し ます。

c. サ イ ト での ク ッ キーの設定を許可し ます（セキ ュ リ テ ィ 上の理由か ら、送信元 Web サ イ
ト の ク ッ キーだけを保存する こ と を推奨し ます）。

Microsoft Internet Explorer
Unity Connection Web アプ リ ケーシ ョ ンにア ク セ スで き る よ う に Internet Explorer を設定する に
は、次の タ ス ク を実行し ます。

1. 正し いブ ラ ウザの設定に必要な ソ フ ト ウ ェ アが イ ン ス ト ール されている こ と を確認し ます。
『System Requirements for Cisco Unity Connection Release 11.x』の「Software 
Requirements—Administrator Workstations」の項を参照し て く だ さ い。こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/11xcucsysreq

s.html か ら入手で き ます。

2. 次に示すよ う に Internet Explorer を設定し ます。

a. ア ク テ ィ ブ ス ク リ プ ト を有効に し ます。

b. ActiveX コ ン ト ロールをダ ウ ン ロー ド し て実行し ます。

c. Java ス ク リ プ ト を有効に し ます。

d. すべての ク ッ キーを受け入れます。

e. 一時的な イ ン ターネ ッ ト  フ ァ イルの新し いバージ ョ ン を自動的にチェ ッ ク し ます。

f. [中 - 高（Medium-High）] のプ ラ イバシーを有効に し ます。
1-2
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Cisco Unity Connection Serviceability へのア クセス    
g. Microsoft Windows Server 2003 を実行し、Internet Explorer バージ ョ ン  6.0 を使用し ている
場合、Cisco Personal Communications Assistant にア ク セスする には、次の手順に従って信
頼済みサ イ ト の リ ス ト に Unity Connection サーバを追加し ます。

Unity Connection または Cisco Business Edition サーバを信頼済みサイ ト の一覧に追加するには（Windows 
Server 2003 と  Internet Explorer 6.0 を使用する場合のみ）

ステ ッ プ 1 Cisco Personal Communications Assistant のサ イ ン イ ン  ページを開き ます。

ステ ッ プ 2 Internet Explorer の [フ ァ イル] メ ニ ューで、[ こ のサ イ ト を追加] > [信頼済みサ イ ト  ゾーン] を選
択し ます。

ステ ッ プ 3 [信頼済みサ イ ト ] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで [追加] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [閉じ る ] を選択し て、[信頼済みサ イ ト ] ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を閉じ ます。

ステ ッ プ 5 Internet Explorer を再起動し ます。

Cisco Unity Connection Serviceability へのアクセス
Cisco Unity Connection Serviceability に初めてサ イ ン イ ンする と きは、イ ン ス ト ール中に イ ン ス
ト ーラ か ら アカ ウ ン ト に対し て指定さ れた、デフ ォル ト の管理者アカ ウ ン ト のユーザ名 と パス
ワー ド を使用し ます。次回か ら は、作成し た新し い管理者アカ ウ ン ト のユーザ名 と パス ワー ド を
使用で き ます。

Cisco Unity Connection Serviceability にアクセスするには

ステ ッ プ 1 サポー ト さ れている  Web ブ ラ ウザを使用し て、ブ ラ ウザ セ ッ シ ョ ン を開き ます。

ステ ッ プ 2 https://<Cisco Unity Connection server IP address>/cuservice にア ク セス し ます。

ステ ッ プ 3 該当する ユーザ名 と パス ワー ド を入力し て、[ロ グ イ ン（Login）] を選択し ます。

Cisco Unity Connection Serviceability に ロ グ イ ンする と 、[ナビゲーシ ョ ン（Navigation）] ド ロ ッ プ
ダ ウ ンボ ッ ク スに表示さ れるすべてのアプ リ ケーシ ョ ン（Cisco Unified Operating System 
Administration と  Disaster Recovery System 以外）に対し て、毎度ロ グ イ ンする こ と な く ア ク セス
で き る よ う にな り ます。

Cisco Unity Connection Serviceability のユーザ名 と パス ワー ド では、Cisco Unified Operating 
System Administration や Disaster Recovery System にア ク セ スで き ません。こ れら のアプ リ ケー
シ ョ ンに Cisco Unity Connection Serviceability か ら ア ク セ スする には、Cisco Unity Connection 
Serviceability の右上にあ る  [ロ グア ウ ト （Logout）] リ ン ク を選択し、次に [ナビゲーシ ョ ン
（Navigation）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スか ら アプ リ ケーシ ョ ン を選択し て [移動（Go）] を選択し
ます。

[ナビゲーシ ョ ン（Navigation）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スに表示さ れてい る アプ リ ケーシ ョ ンの
いずれか（Cisco Unified Operating System Administration と  Disaster Recovery System 以外）にすで
に ロ グ イ ン し ている場合は、ロ グ イ ンせずに Cisco Unity Connection Serviceability にア ク セ スで
き ます。[ナビゲーシ ョ ン（Navigation）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スか ら  Cisco Unity Connection 
Serviceability を選択し、[移動（Go）] を選択し ます。
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Cisco Unity Connection Serviceability イ ン ターフ ェ イスの使用
Cisco Unity Connection Serviceability イン ターフ ェ イスの
使用

Cisco Unity Connection Serviceability では、ト ラ ブルシ ューテ ィ ング、レポー ト の生成、サービ ス
関連タ ス ク の実行に加えて、次の タ ス ク を実行で き ます。

 • 1 つのウ ィ ン ド ウ用の ド キ ュ メ ン ト を表示する には、[ヘルプ（Help）] > [ こ のページ（This 
Page）] を選択し ます。

 • こ の リ リ ースの Unity Connection または Cisco Business Edition で使用可能な ド キ ュ メ ン ト の リ
ス ト を表示するには（または、[ヘルプ（Help）] の索引にア ク セスするには）、[ヘルプ（Help）] > 
[目次（Contents）] を選択し ます。

 • サーバで実行さ れている  Cisco Unity Connection Serviceability のバージ ョ ン を確認する に
は、[ヘルプ（Help）] > [バージ ョ ン情報（About）] を選択する か、ま たはウ ィ ン ド ウの右上にあ
る  [バージ ョ ン情報（About）] リ ン ク を ク リ ッ クする か し ます。

 • 設定ウ ィ ン ド ウか ら  Cisco Unity Connection Serviceability 内のホームページに直接移動する
には、[ナビゲーシ ョ ン（Navigation）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スか ら  [Cisco Unity Connection 
Serviceability] を選択し ます。

 • Cisco Unity Connection Administration ま たはその他のアプ リ ケーシ ョ ンにア ク セスする に
は、[ナビゲーシ ョ ン（Navigation）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スか ら該当する アプ リ ケーシ ョ ン
を選択し、[移動（Go）] を選択し ます。

 • Cisco Unity Connection Serviceability か ら サ イ ンア ウ ト する には、ウ ィ ン ド ウの右上にあ る  
[ロ グア ウ ト （Logout）] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

 • Cisco Unity Connection Serviceability の設定ページには、ページの下部にあ る設定ボ タ ンに
対応する設定ア イ コ ン も表示さ れます （た と えば、タ ス ク を完了する には、[保存（Save）] ア
イ コ ン ま たは [保存（Save）] ボ タ ンのどち ら かを ク リ ッ ク で き ます）。
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アラームの使用

こ の章では、Cisco Unity Connection Serviceability でのア ラームの使用に関する情報を提供し ま
す。こ の章の構成は、次の と お り です。

 • ア ラームについて（2-1 ページ）

 • ア ラームの定義（2-1 ページ）

 • ア ラーム定義の表示（2-2 ページ）

 • ア ラーム設定（2-2 ページ）

アラームについて
Cisco Unity Connection Serviceability のア ラームは、実行時のス テータ ス と シ ス テムの状態に関
する情報を提供する ので、シ ス テム関連の問題の解決に役立ち ます。た と えば、ア ラーム を使用
し て、MWI を設定可能なポー ト が存在する かど う かを判断で き ます。ア ラーム情報には、カ タ ロ
グ、名前、重大度、説明、推奨処置、ルーテ ィ ン グ  リ ス ト 、およびパ ラ メ ータ が含まれています。

ア ラームの有効/無効を切 り 替えて、ローカル サーバま たは指定し た リ モー ト  サーバに syslog と
し て表示で き ます。表示する重大度を設定する こ と も で き ます。

ア ラーム を収集する には、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）で Trace and Log Central オプシ ョ ン
を使用し ます。ア ラーム を表示する には、RTMT で SysLog Viewer を使用し ます。

アラームの定義
ア ラーム定義 と は、ア ラームの意味やア ラームか ら の回復方法など、ア ラーム  メ ッ セージについ
て説明する も のです。

[ア ラーム  メ ッ セージ定義（Alarm Message Definitions）] ページでア ラーム情報を参照し ます。ア
ラーム を選択する と 、ア ラーム情報の説明 と 推奨処置が [ア ラーム情報（Alarm Information）] ペー
ジに表示さ れます。ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ を支援する ために、定義にはア ラーム名、状態、重大
度、説明、推奨処置、ルーテ ィ ン グ  リ ス ト 、およびパラ メ ータ が含まれています。
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アラーム定義の表示
アラーム定義の表示
『Alarm Message Definitions for Cisco Unity Connection Release 11.x 』でア ラーム定義を検索し て確
認で き ます。こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/alarm_messages/11cucalrmmsg

def.html にあ り ます。

アラーム設定
こ の項では、ア ラーム を有効/無効にする方法について説明し ます。

Unity Connection でアラームを有効化するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability で、[ア ラーム（Alarm）] > [設定（Configurations）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 2 [ア ラーム設定（Alarm Configurations）] ウ ィ ン ド ウ

 • [Syslog ビ ューア（SysLog Viewer）] のアプ リ ケーシ ョ ン  ロ グ領域にア ラームが記録される よ
う にする には、[ローカル Syslog（Local Syslogs）] で [ア ラームの有効化（Enable Alarm）] 
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 3 ア ラーム を有効に し た syslog の [ア ラーム  イベン ト  レベル（Alarm Event Level）] フ ィ ール ド で、
必要な重大度を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

Unity Connection でアラームを無効化するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability で、[ア ラーム（Alarm）] > [設定（Configurations）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 2 [ア ラーム設定（Alarm Configurations）] ウ ィ ン ド ウで、該当する  [ア ラームの有効化（Enable 
Alarm）] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。

ステ ッ プ 3 [保存（Save）] を選択し ます。
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ト レースの使用

こ の章では、Cisco Unity Connection Serviceability での ト レースの使用に関する情報を提供し ま
す。こ の章の構成は、次の と お り です。

 • ト レースについて（3-1 ページ）

 • ト レース  ロ グ  フ ァ イルの設定（3-2 ページ）

 • マ イ ク ロ  ト レースの有効化（3-2 ページ）

 • 使用可能なマ イ ク ロ  ト レース（3-3 ページ）

 • マ ク ロ  ト レースの有効化（3-10 ページ）

 • 使用可能なマ ク ロ  ト レース（3-11 ページ）

ト レースについて
Cisco Unity Connection Serviceability ト レースは、次の よ う な方法で、問題の解決に役立て る こ と
がで き ます。

 • Unity Connection コ ンポーネン ト に対し て ト レース を実行し た と き に作成さ れる ロ グ  フ ァ
イルの最大数や最大サ イ ズなどの ロ グ  フ ァ イル パラ メ ータ を コ ンポーネン ト ご と に指定で
き ます。

 • マ イ ク ロ  ト レース と 、必要なマ イ ク ロ  ト レース情報のレベルを有効にで き ます。

 • マ ク ロ  ト レース（事前に選択さ れたマ イ ク ロ  ト レースのグループ） と 、必要なマ ク ロ  ト レー
ス情報のレベルを有効にで き ます。

ロ グ  フ ァ イルを設定し て ト レース を有効に し た ら、次のいずれかの方法で ト レース  ロ グ  フ ァ イ
ルを収集で き ます。

 • Real-Time Monitoring Tool（RTMT）の Trace and Log Central オプシ ョ ン を使用する。詳細につ
いては、『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』の「Working with Trace 
and Log Central」の章（「Tools for Traces, Logs, and Plug-Ins」に記載）を参照し て く だ さ い。こ の
ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html か ら入手で き
ます。

 • コ マン ド ラ イ ン  イ ン ターフ ェ イ ス（CLI）を使用する。詳細については、『Command Line 

Interface Reference Guide for Cisco Unified Communications Solutions』を参照し て く だ さ い。こ
の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html か ら入手可能
です。
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ト レース ログ フ ァ イルの設定
（注） マ ク ロ  ト レース ま たはマ イ ク ロ  ト レース を有効にする と 、シ ス テム性能が低下し ます。ト レー
ス を有効にする のは、ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ目的の と き だけに し て く だ さ い。

ト レース ログ フ ァ イルの設定
Unity Connection サービ スの ト レース  ロ グ フ ァ イルを設定するには、こ の項の手順を実行し ます。

（注） ロ グ  フ ァ イルへの ト レース情報の書き込みを可能にする には、まず、マ イ ク ロ  ト レース ま たは
マ ク ロ  ト レース を有効に し て、選択し た領域に ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ情報が提供される よ う
にする必要があ り ます。

ト レース ログ フ ァ イルを設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability で、[ ト レース（Trace）] > [設定（Configuration）] を選択し ま
す。[ ト レース設定（Trace Configuration）] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 [サーバ（Server）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スで、該当する  Unity Connection ま たは Cisco Business 
Edition サーバを選択し て、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [コ ンポーネン ト （Component）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スで、ト レース  ロ グ  フ ァ イルを設定する
コ ンポーネン ト を選択し て、[移動（Go）] を選択し ます。

（注） ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スにすべての コ ンポーネン ト が表示されます（ア ク テ ィ ブ と 非ア
ク テ ィ ブ）。

ステ ッ プ 4 [フ ァ イルの最大数（Maximum No. of Files）] フ ィ ール ド に、こ の コ ンポーネン ト 用に作成する ト
レース  ロ グ  フ ァ イルの最大数を入力し ます。

ステ ッ プ 5 [最大フ ァ イル サ イ ズ（Maximum File Size）] フ ィ ール ド に、こ の コ ンポーネン ト 用に作成する ト
レース  ロ グ  フ ァ イルの上限サ イ ズ（MB 単位）を入力し ます。

ステ ッ プ 6 デフ ォル ト 設定に戻す場合は、[デフ ォル ト の設定（Set Default）]  を選択し ます。それ以外の場合
は、次のス テ ッ プに進みます。

ステ ッ プ 7 [保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 こ の コ ンポーネン ト の古い ト レース  ロ グ  フ ァ イルを新し い ト レース  ロ グ  フ ァ イルで置き換え
る には、[ロ グ  フ ァ イルの再ス ター ト （Restart Log Files）] を選択し ます。

マイ ク ロ ト レースの有効化
マ イ ク ロ  ト レースは、特定の Cisco Unity Connection コ ンポーネン ト に伴 う 問題を解決する場合
に有効に し ます。た と えば、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）内の Alert Central ツールで通知エ
ラーが発生し た場合は、Notifier ト レース を有効に し ます。ただ し、ト レース を実行する と 、シ ス
テム性能 と ハー ド デ ィ ス ク  スペースに影響する可能性があ る こ と に注意し て く だ さ い。
3-2
Cisco Unity Connection Serviceability ア ド ミ ニス ト レーシ ョ ン  ガイ ド 、リ リース 11.x



第3章     ト レースの使用

使用可能なマイ ク ロ  ト レース 
（注）  マ イ ク ロ  ト レース を有効にする と 、シ ス テム  パフ ォーマン スが低下し ます。ト レース を有効に
する のは、ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ目的の と き だけに し て く だ さ い。

マイ ク ロ  ト レースを有効にするには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability で、[ ト レース（Trace）] > [マ イ ク ロ  ト レース（Micro Traces）] 
を選択し ます。

[マ イ ク ロ  ト レース（Micro Traces）] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 [サーバ（Server）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スで、該当する  Unity Connection ま たは Cisco Business 
Edition サーバを選択し て、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [マ イ ク ロ  ト レース（Micro Traces）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スで、有効にする マ イ ク ロ  ト レース を
選択し て、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [マ イ ク ロ  ト レース  レベル（Micro-Trace Levels）] で、有効にする マ イ ク ロ  ト レース  レベルに対応
するチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 5 [保存（Save）] を選択し ます。

ヒ ン ト Unity Connection の問題を解決する には、Cisco Unity Connection Serviceability と  Cisco Unified 
Serviceability で ト レース を有効に し なければな ら ない場合があ り ます。Unity Connection コ ン
ポーネン ト を ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グする には、Cisco Unity Connection Serviceability で ト レー
ス を有効に し ます。同様に、Cisco Unified Serviceability でサポー ト さ れてい るサービ ス を ト ラ ブ
ルシ ューテ ィ ン グする には、Cisco Unified Serviceability で ト レース を有効に し ます。Cisco 
Unified Serviceability で ト レース を有効にする方法については、『Cisco Unified Serviceability 

Administration Guide』を参照し て く だ さ い。こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html か ら入手でき ます。

使用可能なマイ ク ロ ト レース
表 3-1 に、使用可能なそれぞれのマ イ ク ロ  ト レース、分析対象の説明、生成さ れる ト レース  ロ グ
のフ ァ イル名を示し ます。

表 3-1 マイ ク ロ ト レース 

マイ ク ロ  ト レース名 ト レースの分析対象 ト レース ログのフ ァ イル名

Arbiter コールに使用さ れる カ ンバセー
シ ョ ン、ポー ト 、およびコール 
ルーテ ィ ング  ルール

diag_CuCsMgr_*.uc

AudioStore Media Master を使用し てオーデ ィ
オ ス ト リ ーム を再生ま たは録音
する  Web ベースのアプ リ ケー
シ ョ ンで使用さ れる オーデ ィ オ録
音サービ ス

diag_Tomcat_*.uc
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使用可能なマイ ク ロ  ト レース
AxlAccess 電話機に関する特性を取得ま たは
設定する ための AXL サーバ と の
データ のや り 取 り

diag_Tomcat_*.uc

BulkAdministrationTool 複数のユーザま たはシ ス テム連絡
先の作成、更新、および削除に使用
される  Bulk Administration Tool

diag_Tomcat_*.uc

CCL カ レ ンダー機能の会議情報の取得 diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuGalSvc_*.uc 
diag_Tomcat_*.uc

CDE カ ンバセーシ ョ ン  エンジン と カ
ンバセーシ ョ ン  イベン ト

diag_CuCsMgr_*.uc

CDL データベースか ら の情報の取得 diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_Tomcat_*.uc

CiscoPCA Cisco Personal Communications 

Assistant（Cisco PCA）

diag_Tomcat_*.uc

CML Cisco Unity Connection メ ッ セージ 
ス ト アか ら の メ ッ セージの取得、
テキ ス ト /ス ピーチ機能を使用し
て電子 メ ール メ ッ セージを読み取
る ための Exchange サーバか ら の
メ ッ セージの取得（IMAP を使用）

diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuNotifier_*.uc 
diag_Tomcat_*.uc

Common Cisco Unity Connection サービ スで
共有された コ ンポーネン ト の低水
準ア ク テ ィ ビテ ィ

<any>

ConfigData データベース内で更新さ れた設定
データ の検出

<any>

ConvRoutingRules Arbiter か ら コールがルーテ ィ ン
グ される カ ンバセーシ ョ ン

diag_CuCsMgr_*.uc

ConvSub ユーザのア ク テ ィ ビテ ィ と 使用状
況

diag_CuCsMgr_*.uc

CsEws Unity Connection か ら単一受信 ト
レ イ、カ レ ンダー、および音声合成
の Exchange への Exchange Web 
サービ ス  コール

diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuMbxSync_*.uc

CsExchangeMbxLocator 単一受信 ト レ イ、カ レ ンダー、およ
び音声合成の Exchange メ ール
ボ ッ ク スの自動検出

diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuMbxSync_*.uc

CsLicense ラ イ セン ス処理に関連し た機能 diag_CuLicSvr_*.uc

CsMalUmss CML、Notifier、および IMAP サー
バに よ る メ ッ セージ ス ト アへの
ア ク セス

diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_Tomcat_*.uc

CsMbxSync 単一受信 ト レ イ の同期 diag_CuMbxSync_*.uc

表 3-1 マイ ク ロ ト レース（続き）

マイ ク ロ  ト レース名 ト レースの分析対象 ト レース ログのフ ァ イル名
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使用可能なマイ ク ロ  ト レース 
CsWebDav Exchange に関連し たカ レ ンダー 
ア ク テ ィ ビテ ィ

diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuGalSvc_*.uc 
diag_Tomcat_*.uc

Cuals ユーザを追加する ための Web 
サービ スのア ク テ ィ ビテ ィ

diag_Tomcat_*.uc

Cuca Cisco Unity Connection 

Administration のア ク テ ィ ビテ ィ

diag_Tomcat_*.uc

CuCESync Survival Remote Site Voicemail

（SRSV）処理に関連する ア ク テ ィ
ビテ ィ 。

diag_CUCESync_*.uc

CuCcmSynchronizationT
asks

Cisco Unified CM か ら のユーザ 
データ の同期化

diag_Tomcat_*.uc

CuCmDbEventListener Cisco Unified CM データベース上
の変更の検出

diag_CuCmDbEventListener_*.uc

cucsmgr Cisco Unity Connection の主要プ
ロ セス、Unity Connection の起動
と 停止

diag_CuCsMgr_*.uc

CuDbProxy Cisco Unity Connection ク ラ ス タ の
データベース  レプ リ ケーシ ョ ン

diag_CuDbProxy_*.uc

CuEncrypt 暗号化（ メ ッ セージング を除 く ） と
暗号化監査ロ グ

<any>

CuESD Unity Connection の外部サービ ス
診断ツールのア ク テ ィ ビテ ィ

diag_Tomcat_*.uc

CuFileSync Unity Connection ク ラ ス タ のフ ァ
イル レプ リ ケーシ ョ ン

diag_CuFileSync_*.uc

CuGal Exchange か ら のカ レ ンダーおよ
び連絡先情報の取得

diag_CuGalSvc_*.uc

CuImapSvr IMAP ク ラ イ アン ト に よ る ボ イ ス  
メ ッ セージへのア ク セス

diag_CuImapSvr_*.uc

CuReplicator デジ タル ネ ッ ト ワーキングのレ
プ リ ケーシ ョ ン

（注） Debug Traces および Debug 
Statistics のマ イ ク ロ  ト
レース  レベルでは大量の
ロ グ  エン ト リ が生成さ れ
る場合があ る ため、こ れら
のマ イ ク ロ  ト レース  レベ
ルを有効にする期間は  
1 時間以内にする こ と をお
勧め し ます。

diag_CuReplicator_*.uc

CuService Cisco Unity Connection 

Serviceability のア ク テ ィ ビテ ィ

diag_Tomcat_*.uc

表 3-1 マイ ク ロ ト レース（続き）

マイ ク ロ  ト レース名 ト レースの分析対象 ト レース ログのフ ァ イル名
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使用可能なマイ ク ロ  ト レース
CuSnmpAgt Connection  SNMP サブエージ ェ ン
ト のア ク テ ィ ビテ ィ

diag_CuSnmpAgt_*.uc

DataSysAgentTasks Data SysAgent タ ス ク diag_CuSysAgent_*.uc

DbEvent データベース変更の コ ンポーネン
ト 通知

<any>

DPAPI 診断ポータル アプ リ ケーシ ョ ン  
プ ロ グ ラ ミ ング  イ ン ターフ ェ イ
ス  Web サービ スのア ク テ ィ ビ
テ ィ

diag_Tomcat_*.uc

EWSNotify Exchange EWS メ ール ボ ッ ク ス同
期の通知

<date in the format 
yyyy_mm_dd>.stderrout.log.*

FailureConv シ ス テム  エ ラーが発生し た場合
の障害カ ンバセーシ ョ ンの有効化

diag_CuCsMgr_*.uc

Feeder サ イ ト 間ネ ッ ト ワーキングでは、
こ のマ イ ク ロ  ト レースが、ローカ
ル サ イ ト の変更 ト ラ ッ キング  
データベースでデ ィ レ ク ト リ 変更
をチェ ッ ク し、リ モー ト  サ イ ト  
ゲー ト ウ ェ イの Reader タ ス ク から
のポー リ ング要求に応答し ます。

HTTPS ネ ッ ト ワーキン グでは こ
のマ イ ク ロ  ト レースが、Feeder の
ローカル サブツ リ ーの変更 ト
ラ ッ キング  データベースでデ ィ
レ ク ト リ 変更をチェ ッ ク し、リ
モー ト  ロ ケーシ ョ ンの Reader タ
ス ク か ら のポー リ ング要求に応答
し ます。

diag_Tomcat_*.uc

FeedReader サ イ ト 間ネ ッ ト ワーキングでは、
こ のマ イ ク ロ  ト レースが、定期的
に リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ
で最後のポー リ ング  イ ン ターバ
ル以降のデ ィ レ ク ト リ 変更をポー
リ ング し ます。

HTTPS ネ ッ ト ワーキン グでは、こ
のマ イ ク ロ  ト レースが、定期的に
リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンで最後の
ポー リ ング  イ ン ターバル以降の
デ ィ レ ク ト リ 変更をポー リ ング し
ます。

diag_Tomcat_*.uc

LicenseClient ラ イ セン ス管理に関連し た機能 diag_CuCsMgr_*.uc

Logger ト レース、ロ グ、およびイベン ト の
書き込み

<any>

表 3-1 マイ ク ロ ト レース（続き）

マイ ク ロ  ト レース名 ト レースの分析対象 ト レース ログのフ ァ イル名
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使用可能なマイ ク ロ  ト レース 
MediaMasterControl ク ラ イ アン ト ワーク ス テーシ ョ ン
上の Media Master

diag_Tomcat_*.uc

MediaMasterUMS Media Master と  AudioStore 間のス
ト リ ーム  オーデ ィ オ録音を処理
する  UMS サービ ス

diag_Tomcat_*.uc

MediaMasterWeb Media Master を備えた Web ベー
ス  アプ リ ケーシ ョ ンで使用さ れ
る  Web ページ レ ンダ リ ング  モ
ジ ュール

diag_Tomcat_*.uc

MessageEventService メ ッ セージの到着ま たは削除の
検出

diag_Tomcat_*.uc

MiuAdm ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト のテ ス
ト と 証明書の生成に関連し た 
Cisco Unity Connection 

Administration の機能

diag_Tomcat_*.uc

MiuCall Miu と カンバセーシ ョ ン間のプ ロ
セス

diag_CuCsMgr_*.uc

MiuDatatbase データベースへのア ク セスに関連
し た メ デ ィ ア  ア ク テ ィ ビテ ィ

diag_CuCsMgr_*.uc

MiuGeneral 電話ユーザ イ ン ターフ ェ イ ス
（TUI）経由の コール追跡、コール
制御機能、通話待ち指示器（MWI）
のオン /オフの切 り 替え、通知機能
と ア ウ ト ダ イ ヤル機能、基本 メ
デ ィ ア ま たは WAV フ ァ イルの使
用状況

diag_CuCsMgr_*.uc

MiuIO TAPI（回線交換ま たは Cisco 
Unified CallManager）連動での メ
デ ィ ア ま たは WAV フ ァ イルの使
用状況

diag_CuCsMgr_*.uc

MiuMethods 着信コールの処理、コール制御、
MWI のオン /オフの切 り 替え、通
知機能 と ア ウ ト ダ イ ヤル機能、メ
デ ィ ア ま たは WAV フ ァ イルの使
用状況

diag_CuCsMgr_*.uc

MiuSIP SIP コール制御 diag_CuCsMgr_*.uc

MiuSIPStack コール制御に関する低水準 SIP 相
互作用

diag_CuCsMgr_*.uc

MiuSkinny SCCP コール制御 diag_CuCsMgr_*.uc

MiuTranscode ト ラ ン ス コーデ ィ ングに関連し た
低水準 メ デ ィ ア機能

diag_CuCsMgr_*.uc

Mixer メ デ ィ アおよびテキ ス ト / ス ピー
チ機能に関連し た低水準ア ク テ ィ
ビテ ィ

diag_CuMixer_*.uc

表 3-1 マイ ク ロ ト レース（続き）

マイ ク ロ  ト レース名 ト レースの分析対象 ト レース ログのフ ァ イル名
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使用可能なマイ ク ロ  ト レース
モニ タ（Monitor） コール中のボ イ ス  メ ッ セージ 
ポー ト のス テータ ス と コール処理
の監視、Real-Time Monitoring Tool 
にポー ト  ス テータ ス を表示する
ためのサーバ側機能

diag_CuCsMgr_*.uc

MTA メ ッ セージ ス ト アへのボ イ ス  
メ ッ セージの配信

diag_MTA_*.uc

Notifier メ ッ セージ と 選択さ れた イベン ト
の通知、MWI のオン /オフの切 り
替え

diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuNotifier_*.uc

PCAMeetingPlace カ レ ンダー機能の MeetingPlace に
関連し た Cisco Personal 
Communications Assistant のア ク
テ ィ ビテ ィ

diag_Tomcat_*.u

PCAUnifiedCM Cisco Unified Communications 

Manager 連動に関連し た 
Cisco Personal Communications 

Assistant のア ク テ ィ ビテ ィ

diag_Tomcat_*.uc

PhoneManager IP フ ォ ン  アプ リ ケーシ ョ ンの
管理

diag_CuCsMgr_*.uc

PhraseServer 再生する プ ロ ンプ ト と ユーザ 
DTMF 入力、ロ グはフ ァ イルに書
き込まれる

diag_CuCsMgr_*.uc

PhraseServerToMonitor 再生する プ ロ ンプ ト と ユーザ 
DTMF 入力、ロ グはモニ タ に出力
される

diag_CuCsMgr_*.uc

ReportDataHarvester レポー ト  データベース内のエン
ト リ に対するデータ  ロ グ  フ ァ イ
ルの内容の変換

diag_CuReportDataHarvester_*.uc

ResourceLoader GUI での選択された言語の使用、
製品ま たは メ ッ セージ情報を使用
し た文字列入力

<any>

ResourceManager 使用可能な リ ソース を監視し、必
要に応じ て Arbiter に提供

diag_CuCsMgr_*.uc

RoutingRules コール ルーテ ィ ングの決定 diag_CuCsMgr_*.uc

RSS RSS ク ラ イ アン ト か ら のボ イ ス  
メ ールの確認に使用さ れる  RSS 
フ ィ ー ド

diag_Tomcat_*.uc

RulesEngine コール中に行われる ユーザのパー
ソ ナル着信転送ルールの評価

diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_Tomcat_*.uc

SMTP SMTP 機能 diag_SMTP_*.uc

SocketPoolHelper IMAP サーバへの ソ ケ ッ ト 接続 <any>

SRM ク ラ ス タ管理に関連し た機能 diag_CuSrm_*.uc

表 3-1 マイ ク ロ ト レース（続き）

マイ ク ロ  ト レース名 ト レースの分析対象 ト レース ログのフ ァ イル名
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使用可能なマイ ク ロ  ト レース 
SslInit OpenSSL を使用する コ ンポー
ネン ト の初期化手順

<any>

SttClient 音声テキ ス ト 変換が必要な メ ッ
セージの検出、変換し たテキ ス ト
を元の メ ッ セージへ添付

diag_MTA_*.uc

SttService Cisco Unity Connection と 外部の
サー ド パーテ ィ 音声テキ ス ト 変換
サービ ス と の通信

diag_SttService_*.uc

SysAgent 管理者が入力し たシ ス テム  タ ス
ク（MWI の再同期化など）を ス ケ
ジ ュールする シ ステム  エージ ェ ン
ト  コ ンポーネン ト

diag_CuSysAgent_*.uc

TaskRequest タ ス ク管理ツールに関連し た機能 diag_CuSysAgent_*.uc

TextToSpeech テキ ス ト /ス ピーチ機能のア ク
テ ィ ビテ ィ

diag_CuCsMgr_*.uc

ThreadPool プ ロ セ ッ サに よ る ス レ ッ ド の使用 <any>

TimerHelper Conversation Manager コ ンポー
ネン ト で使用さ れる タ イ マー

<any>

TranscodeWeb 着信オーデ ィ オ ス ト リ ーム を  
Cisco Unity Connection で使用さ れ
る オーデ ィ オ形式に変換する  Web 
サーバ オーデ ィ オ形式変換ユー
テ ィ リ テ ィ

diag_Tomcat_*.uc

TRaP ク ラ イ アン ト が電話機を録音およ
び再生デバイ ス と し て使用で き る
よ う にする電話での録音 と 再生
（TRaP）

diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_Tomcat_*.uc

UmssSysAgentTasks System Agent コ ンポーネン ト の
メ ッ セージ タ ス ク

diag_CuSysAgent_*.uc

UnityAssistant Cisco Personal Communications 

Assistant 内の Messaging Assistant 
Web ツールのア ク テ ィ ビテ ィ

diag_Tomcat_*.uc

UnityInbox Cisco Personal Communications 

Assistant 内の Messaging Inbox 
Web ツールのア ク テ ィ ビテ ィ

diag_Tomcat_*.uc

UnityPCTR Cisco Personal Communications 

Assistant 内の Cisco Unity 
Connection Personal Call Transfer 

Rules Web ツールのア ク テ ィ ビ
テ ィ

diag_CuCsMgr_*.uc

Video API を介し た Unity Connection と  
Cisco MediaSense 間のビデオ コー
ルのア ク テ ィ ビテ ィ 。

diag_CuCsMgr_*.uc

VirtualQueue コール キ ューイ ング diag_CuCsMgr_*.uc

表 3-1 マイ ク ロ ト レース（続き）

マイ ク ロ  ト レース名 ト レースの分析対象 ト レース ログのフ ァ イル名
3-9
Cisco Unity Connection Serviceability ア ド ミ ニス ト レーシ ョ ン  ガイ ド、リ リ ース 11.x      



第3章     ト レースの使用     

マク ロ  ト レースの有効化
マク ロ ト レースの有効化
マ ク ロ  ト レース（事前に選択さ れたマ イ ク ロ  ト レースのセ ッ ト ）は、Unity Connection 機能の一般
的な領域を ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グする場合に有効に し ます。た と えば、MWI 問題が発生し た
場合は、Traces for MWI Problems マ ク ロ  ト レース を有効に し ます。ただ し、ト レース を実行する
と 、シ ス テム性能 と ハー ド デ ィ ス ク  スペースに影響する可能性があ る こ と に注意し て く だ さ い。

注意 マ ク ロ  ト レース を有効にする と 、シ ス テム  パフ ォーマン スが低下し ます。ト レース を有効にす
る のは、ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ目的の と き だけに し て く だ さ い。

マク ロ  ト レースを有効にするには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability で、[ ト レース（Trace）] > [マ ク ロ  ト レース（Macro Traces）] を
選択し ます。

[マ ク ロ  ト レース（Macro Traces）] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 [サーバ（Server）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スで、該当する  Unity Connection ま たは Cisco Business 
Edition サーバを選択し て、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 有効にする マ ク ロ  ト レースのチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 4 マ ク ロ  ト レース を展開し て、有効にする レベルに対応するチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 5 [保存（Save）] を選択し ます。

ヒ ン ト Unity Connection の問題を解決する には、Cisco Unity Connection Serviceability と  Cisco Unified 
Serviceability で ト レース を有効に し なければな ら ない場合があ り ます。Unity Connection コ ン
ポーネン ト を ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グする には、Cisco Unity Connection Serviceability で ト レー
ス を有効に し ます。同様に、Cisco Unified Serviceability でサポー ト さ れてい るサービ ス を ト ラ ブ
ルシ ューテ ィ ン グする には、Cisco Unified Serviceability で ト レース を有効に し ます。Cisco 
Unified Serviceability で ト レース を有効にする方法については、『Cisco Unified Serviceability 

Administration Guide』を参照し て く だ さ い。こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html か ら入手でき ます。

VMREST Representational State Transfer

（REST）API ク ラ イ アン ト と の
データ のや り 取 り

diag_Tomcat_*.uc

VMWS ボ イ ス  メ ッ セージ Web サービ ス
と のデータ のや り 取 り

diag_Tomcat_*.uc

VUI ボ イ ス  ユーザ イ ン ターフ ェ イ ス diag_CuCsMgr_*.uc

表 3-1 マイ ク ロ ト レース（続き）

マイ ク ロ  ト レース名 ト レースの分析対象 ト レース ログのフ ァ イル名
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使用可能なマク ロ  ト レース 
使用可能なマク ロ ト レース
表 3-2 に、使用可能なマ ク ロ  ト レース、分析対象の説明、生成さ れる ト レース  ロ グのフ ァ イル名
を示し ます。

表 3-2 マク ロ ト レース 

マ ク ロ  ト レース名 ト レースの分析対象 ト レース ログのフ ァ イル名

通話フ ロー診断 Unity Connection 経由の コール フ ロー diag_CuCsMgr_*.uc

メ ッ セージ ト ラ ッ キン
グ  ト レース

メ ッ セージ処理、メ ッ セージを処理する
オブジ ェ ク ト （配信か ら削除まで）

diag_CuSysAgent_*.uc 
diag_MTA_*.uc 
diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuImapSvr_*.uc 
diag_Tomcat_*.uc

Call Control (Miu) Traces 呼制御機能 diag_CuCsMgr_*.uc

Traces for MWI Problems MWI のオン /オフの切 り 替え diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuNotifier_*.uc

Traces for Other 
Notification Problems

通知機能 と ア ウ ト ダ イ ヤル機能 diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuNotifier_*.uc

Unity 起動 Unity Connection 起動機能 diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuNotifier_*.uc

カ ンバセーシ ョ ン  ト
レース

カンバセーシ ョ ンの使用状況 diag_CuCsMgr_*.uc

Voice User 
Interface/Speech 
Recognition Traces

ボ イ ス  ユーザ イ ン ターフ ェ イ ス（VUI） diag_CuCsMgr_*.uc

メ デ ィ ア（Wave） ト
レース

メ デ ィ アおよび WAV フ ァ イルの使用
状況

diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuMixer_*.uc

テキ ス ト /ス ピーチ
（TTS） ト レース

テキ ス ト / ス ピーチ（TTS）機能、TTS と
データ をや り 取 り する別の Cisco Unity 
Connection コ ンポーネン ト に関する ト
レース を記録する こ と も で き る

diag_CuCsMgr_*.uc

Unity Connection 

Serviceability Web サー
ビ ス

Cisco Unified Serviceability のア ク テ ィ ビ
テ ィ

diag_Tomcat_*.uc

ViewMail for Outlook Cisco Unity Connection ViewMail for 

Microsoft Outlook ク ラ イ アン ト のア ク
テ ィ ビテ ィ

diag_CuCsMgr_*.uc 
diag_CuImapSvr_*.uc 
diag_MTA_*.uc 
diag_Tomcat_*.uc

デジ タル ネ ッ ト ワー
キング

デジ タル ネ ッ ト ワーキング機能 diag_CuReplicator_*.uc

シングル イ ンボ ッ ク ス シングル イ ンボ ッ ク ス  メ ッ セージの
同期

<date in the format 
yyyy_mm_dd>.stderrout. 
log.* 
diag_CuMbxSync_*.uc
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使用可能なマク ロ  ト レース
3-12
Cisco Unity Connection Serviceability ア ド ミ ニス ト レーシ ョ ン  ガイ ド 、リ リース 11.x



Cisco Unity Connection Serviceability
C H A P T E R 4

Cisco Unity Connection ク ラス タ内のサーバ
のステータ ス とポー ト の管理

Cisco Unity Connection Serviceability の [ ク ラ ス タ管理（Cluster Management）] ページを使用する
と 、Unity Connection ク ラ ス タ内のサーバのス テータ ス を変更し た り 、サーバ上のすべてのポー
ト で新し いコールの受信を拒否し た り 、サーバ上のすべてのポー ト を再起動し て コールの受信
を許可し た り する こ と がで き ます。

該当する手順については、『Install, Upgrade, and Maintenance Guide for Cisco Unity Connection, 
Release 11.x』の「Configuring Cisco Unity Connection Cluster」の章を参照し て く だ さ い。こ の ド キ ュ
メ ン ト は次の URL か ら入手可で き ます。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciu
mgx.html

（注） Unity Connection ク ラ ス タ機能は、Cisco Business Edition と の使用ではサポー ト さ れていません。
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Cisco Unity Connection サービスの管理

こ の章では、Cisco Unity Connection Serviceability でのサービ スの管理に関する情報を提供し ま
す。こ の章の構成は、次の と お り です。

 • Cisco Unity Connection のサービ ス（5-1 ページ）

 • コ ン ト ロール セン ターでのサービ スの管理（5-4 ページ）

Cisco Unity Connection のサービス
Cisco Unity Connection には、表 5-1 に示すサービ スがあ り ます。

表 5-1 Unity Connection のサービス 

サービス 説明

ステータ スのみのサービス

Connection DB こ のサービ スは Unity Connection データベース を有効に
し ます。コ マン ド ラ イ ン  イ ン ターフ ェ イ ス（CLI）か ら し
か非ア ク テ ィ ブにで き ません。

Connection License Manager Server こ のサービ スは、Unity Connection サーバの ラ イ セン ス  
ス テータ ス を管理し ます。

Connection Server Role Manager こ のサービ スは、Unity Connection ク ラ ス タ の設定時に
サーバ ステータ ス を有効にし ます。コマン ド ラ イ ン イ ン
ターフ ェ イ ス（CLI）から しか非ア ク テ ィ ブにでき ません。

Connection Serviceability こ のサービ スは、Cisco Unity Connection Serviceability 
管理イ ン ターフ ェ イ ス を有効にし ます。コ マン ド ラ イ ン  
イ ン ターフ ェ イ ス（CLI）か ら し か非ア ク テ ィ ブにで き
ません。

重要なサービス

Connection Conversation Manager こ のサービ スは、Unity Connection に よ る コール処理を
可能に し ます。こ のサービ ス を無効にする と 、
Unity Connection の機能性が低下し ます。

Connection Mailbox Sync こ のサービ スは、Unity Connection および Exchange 間の
メ ッ セージを同期し ます。
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Cisco Unity Connection のサービス
Connection Message Transfer Agent こ のサービ スは、メ ッ セージ ス ト アへの メ ッ セージ配信
を有効に し ます。こ のサービ ス を無効にする と 、
Unity Connection の機能性が低下し ます。

Connection Mixer こ のサービ スは、コール用のオーデ ィ オ（ メ デ ィ ア  ス ト
リ ーム）、録音 メ ッ セージ、およびテキ ス ト /ス ピーチ
（TTS）を有効に し ます。こ のサービ ス を無効にする と 、
Unity Connection の機能性が低下し ます。

Connection Notifier こ のサービ スは、通話待ち指示器（MWI）のオン /オフの
切 り 替えなどの メ ッ セージ通知を有効に し ます。こ の
サービ ス を無効にする と 、Unity Connection の機能性が
低下し ます。

基本サービス

Connection Administration こ のサービ スは、Cisco Unity Connection Administration
と イ ン ターフ ェ イ スで保存された設定を有効に し ます。

Connection DB Event Publisher こ のサービ スは、Unity Connection データベースへの 
Unity Connection コ ンポーネン ト の変更の通知を有効に
し ます。

Connection SNMP Agent こ のサービ スは、Cisco-Unity-MIB を使用する簡易ネ ッ
ト ワーク管理プ ロ ト コル（SNMP）を有効に し ます。

オプシ ョ ン  サービス

Connection Access Layer こ のサービ スは、Cisco Unity Access Layer（CUAL）の 
HTTP/SOAP Web サービ ス を使用する こ と に よ って、
Unity Connection と その他のサーバ間でのユーザ データ
の共有を可能に し ます。た と えば、こ のサービ スは、
Cisco Business Edition ま たは Cisco Unity を使用し たデ
ジ タル ネ ッ ト ワーキングで使用で き ます。

Connection Branch Sync Service こ のサービ スは、Survivable Remote Site Voicemail
（SRSV）機能を有効に し ます。

Connection CM Database Event Listener こ のサービ スは、Cisco Unified Communications Manager 
データベース内の変更検出を可能に し ます。

Connection Database Proxy こ のサービ スは、Unity Connection サーバに イ ン ス ト ー
ル されていないツール（COBRAS、User Data Dump、
Distribution List Builder など）を使用し て、ネ ッ ト ワーク
上の Windows ク ラ イ アン ト か ら  ODBC 経由で 
Unity Connection データベースに直接ア ク セ スで き る よ
う に し ます。

こ のサービ スはデフ ォル ト では無効になっています。こ
れ ら のツールのいずれかを使用する には、サービ ス を有
効に し、サービ スの タ イ ムア ウ ト を設定し、リ モー ト 管
理者ロールを持つユーザを作成する必要があ り ます。詳
細については、該当する ツールのヘルプ フ ァ イルを参照
し て く だ さ い。

Connection Diagnostic Portal Service こ のサービ スは、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）の 
Diagnostic Portal に よ る  Unity Connection 上のデータへ
のア ク セス を可能に し ます。

表 5-1 Unity Connection のサービス（続き）

サービス 説明
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Cisco Unity Connection のサービス   
Connection Digital Networking 
Replication Agent

こ のサービ スは、デジ タル ネ ッ ト ワーキング用の 
Unity Connection サーバ間でのデータ  レプ リ ケーシ ョ ン
を可能に し ます。

Connection Directory Feeder サ イ ト 間ネ ッ ト ワーキングでは、こ のサービ スが、ロー
カル サ イ ト の変更 ト ラ ッ キング  データベースでデ ィ レ
ク ト リ 変更をチェ ッ ク し、リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ
イの Reader タ ス ク か ら のポー リ ング要求に応答し ます。

Connection File Syncer こ のサービ スは、Unity Connection ク ラ ス タ のフ ァ イル 
レプ リ ケーシ ョ ン を可能に し ます。

Connection Groupware Caching Service こ のサービ スは、Unity Connection に よ る カ レ ンダー 
データ（Exchange、MeetingPlace、ま たは MeetingPlace 
Express の各サーバか ら）のキ ャ ッ シ ュ と  Exchange 連絡
先のキ ャ ッ シ ュ を可能に し ます。

Connection HTTPS Directory Feeder こ のサービ スは、デ ィ レ ク ト リ の変更について、自身の
変更 ト ラ ッ キング  データベース と 関連ローカル サブツ
リ ー ロ ケーシ ョ ン をチェ ッ ク し、リ モー ト  ロ ケーシ ョ ン  
Reader タ ス ク か ら のポー リ ン グ要求に応答し ます。

Connection IMAP Server こ のサービ スは、IMAP ク ラ イ アン ト に よ る  
Unity Connection 上でのデータへのア ク セ ス を可能に し
ます。

Connection Inbox RSS Feed こ のサービ スは、RSS ク ラ イ アン ト か ら のボ イ ス  メ ール
をチェ ッ クする ために RSS フ ィ ー ド を有効に し ます。

Connection Integrated Mailbox 
Configuration

こ のサービ スは、Unity Connection と  Cisco Unified 
Communications Manager 間でのユーザ データ の共有を
可能に し ます。

Connection Jetty このサービ スは、Java Web ク ラ イ アン ト を有効にし ます。

Connection Message Event Service こ のサービ スは、Cisco Unified Mobility Advantage に よ
る  Unity Connection 上でのボ イ ス  メ ッ セージ データへ
のア ク セス を可能に し ます。

Connection Personal Communication 
Assistant

こ のサービ スは、Cisco Personal Communications 
Assistant（Cisco PCA）に よ る  Unity Connection 上での
データへのア ク セス を可能に し ます。

Connection Realtime Monitoring APIs こ のサービ スは、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）に よ
る  Unity Connection 上のデータへのア ク セ ス を可能に し
ます。

Connection Reports Data Harvester こ のサービ スは、ロ グ  フ ァ イル内のデータ か ら、レポー
ト の生成に使用される、レポー ト  データベース内のエン
ト リ への変換を可能に し ます。

Connection REST Service こ のサービ スは、Representational State Transfer（REST）
API ク ラ イ アン ト を有効に し ます。

Connection SMTP Server こ のサービ スは、SMTP サーバに よ る  Unity Connection 
上のデータへのア ク セス を可能に し ます。

Connection SpeechView このサービ スは、SpeechView 機能を有効にし、外部のサー
ド パーテ ィ 音声テキス ト 変換サービ ス と通信し ます。

表 5-1 Unity Connection のサービス（続き）

サービス 説明
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コ ン ト ロール セン ターでのサービスの管理
コ ン ト ロール セン ターでのサービスの管理
Cisco Unity Connection Serviceability の コ ン ト ロール セン ターを使用し て、次の タ ス ク を実行で
き ます。

 • [オプシ ョ ン  サービ ス（Optional Services）] セ ク シ ョ ンの Unity Connection サービ ス をア ク
テ ィ ブま たは非ア ク テ ィ ブに し ます。

 • [ス テータ スのみのサービ ス（Status Only Services）] セ ク シ ョ ン内のサービ ス を除 く すべての 
Unity Connection サービ ス を起動ま たは停止し ます。

[重要なサービ ス（Critical Services）] セ ク シ ョ ン内の Unity Connection サービ ス を停止する
と 、進行中の コールが切断さ れ、Unity Connection ま たは Cisco Business Edition サーバの通常
の機能が停止ま たは低下する可能性があ り ます。

Cisco Unity Connection ク ラ ス タ が設定さ れてい る場合は、ス テータ スが [プ ラ イ マ リ
（Primary）] になってい る サーバの [重要なサービ ス（Critical Services）] セ ク シ ョ ン内のサー
ビ ス を停止する と 、ク ラ ス タ内のサーバのス テータ スが変化し ます。

 • Unity Connection サービ スのス テータ ス を表示し ます。

 • Unity Connection サービ スのス テータ ス を リ フ レ ッ シ ュ し ます。

ヒ ン ト 問題を ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グする ためには、Cisco Unity Connection Serviceability と  Cisco 
Unified Serviceability の両方のサービ スの管理が必要な場合があ り ます。 
 

Cisco Unified Serviceability のサービ スについては、『Cisco Unified Serviceability Administration 

Guide』を参照し て く だ さ い。

こ の項では、5 つの手順（Unity Connection サービ スのア ク テ ィ ブ化、非ア ク テ ィ ブ化、起動、停止、
ま たはサービ ス  ス テータ スの リ フ レ ッ シ ュ）について説明し ます。ア ク テ ィ ブ化、非ア ク テ ィ ブ
化、起動、および停止で き る サービ スは一度に 1 つだけです。

Connection System Agent こ のサービ スは、管理者が Cisco Unity Connection 
Administrationに入力で き る シ ス テム  タ ス ク（MWI の再
同期化など）のス ケジ ュール設定を可能に し ます。

Connection Voicemail Web Service こ のサービ スは、Visual Voicemail などの Cisco Unified 
Communications Widgets に よ る ボ イ ス  メ ール Web サー
ビ ス（VMWS）経由で Unity Connection 上でのデータへ
のア ク セス を可能に し ます。

Connection Voice Recognition Transport こ のサービ スは、ボ イ ス  ユーザ イ ン ターフ ェ イ ス（VUI）
用の音声認識エンジンで使用される動的文法の生成 と
配置を可能に し ます。

Connection Voice Recognizer こ のサービ スは、VUI 用の音声認識を可能にする音声認
識エンジンです。

表 5-1 Unity Connection のサービス（続き）

サービス 説明
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コ ン ト ロール セン ターでのサービスの管理 
コ ン ト ロール セン ターでサービスをアク テ ィ ブ化する方法 

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability で、[Tools（ツール）] > [サービ ス管理（Service Management）] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [サーバ（Server）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スか ら該当する  Unity Connection ま たは Cisco Business 
Edition サーバを選択し、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [オプシ ョ ン  サービ ス（Optional Services）] で、ア ク テ ィ ブ化するサービ ス を探し ます。

ステ ッ プ 4 [ア ク テ ィ ブ化ス テータ スの変更（Change Activate Status）] カ ラ ムで、[ア ク テ ィ ブ化（Activate）] を
選択し ます。

コ ン ト ロール セン ターでサービスを非アクテ ィ ブ化する方法

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability で、[Tools（ツール）] > [サービ ス管理（Service Management）] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [サーバ（Server）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スか ら該当する  Unity Connection ま たは Cisco Business 
Edition サーバを選択し、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [オプシ ョ ン  サービ ス（Optional Services）] で、非ア ク テ ィ ブ化するサービ ス を探し ます。

ステ ッ プ 4 [ア ク テ ィ ブ化ス テータ スの変更（Change Activate Status）] カ ラ ムで、[非ア ク テ ィ ブ化
（Deactivate）] を選択し ます。

コ ン ト ロール セン ターでサービスを起動する方法

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability で、[Tools（ツール）] > [サービ ス管理（Service Management）] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [サーバ（Server）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スか ら該当する  Unity Connection ま たは Cisco Business 
Edition サーバを選択し、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 起動する サービ ス を探し ます。

（注） 非ア ク テ ィ ブになっている サービ スは、ア ク テ ィ ブに し てか ら起動する必要があ り ます。

ステ ッ プ 4 [サービ ス  ス テータ スの変更（Change Service Status）] カ ラ ムで、[開始（Start）] を選択し ます。

コ ン ト ロール セン ターでサービスを停止する方法

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability で、[Tools（ツール）] > [サービ ス管理（Service Management）] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [サーバ（Server）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スか ら該当する  Unity Connection ま たは Cisco Business 
Edition サーバを選択し、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 停止する サービ ス を探し ます。
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コ ン ト ロール セン ターでのサービスの管理
（注） [ス テータ スのみのサービ ス（Status Only Services）] セ ク シ ョ ン内のサービ スは、
Cisco Unity Connection Serviceability で起動し た り 停止し た り で き ません。こ れら のサー
ビ ス を起動ま たは停止する には、コ マン ド ラ イ ン  イ ン ターフ ェ イ ス（CLI）を使用する必
要があ り ます。 
 

Unity Connection ク ラ ス タが設定されている場合は、ス テータ スが [プ ラ イ マ リ （Primary）] 
になっている サーバの [重要なサービ ス（Critical Services）] セ ク シ ョ ン内のサービ ス を停
止する と 、ク ラ ス タ内のサーバのス テータ スが変化し ます。サービ ス を停止し た と き にス
テータ スが変化し ない よ う にする には、Cisco Unity Connection Administration の [シ ス テ
ム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [ク ラ ス タ設定（Cluster Configuration）] 
ページで、[パブ リ ッ シ ャ  サーバで障害が発生し た場合は、自動的にサーバのス テータ ス
を変更する（Automatically Change Server Status When the Publisher Server Fails）] チェ ッ ク
ボ ッ ク ス をオフにする必要があ り ます。

ステ ッ プ 4 [サービ ス  ス テータ スの変更（Change Service Status）] カ ラ ムで、[停止（Stop）] を選択し ます。

（注） [重要なサービ ス（Critical Services）] セ ク シ ョ ン内の Unity Connection サービ ス を停止す
る と 、進行中の コールが切断さ れ、Unity Connection ま たは Cisco Business Edition サーバ
の通常の機能が低下する可能性があ り ます。 
 

ア ク テ ィ ブでないサービ スは開始も停止も で き ません。

ステ ッ プ 5 ク ラ ス タ  サーバのステータ スが変化する こ と について確認を求め られた ら、[OK] を選択し ます。

コ ン ト ロール セン ターでサービス ステータ スを更新する方法

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability で、[Tools（ツール）] > [サービ ス管理（Service Management）] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [サーバ（Server）] ド ロ ッ プダ ウ ンボ ッ ク スか ら該当する  Unity Connection ま たは Cisco Business 
Edition サーバを選択し、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [ リ フ レ ッ シ ュ（Refresh）] を選択し ます。

ス テータ ス情報が更新さ れ、最新のス テータ スが反映さ れます。
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Cisco Unity Connection Serviceability
C H A P T E R 6

レポー ト の使用

こ の章では、Cisco Unity Connection Serviceability でのレポー ト の使用に関する情報を提供し ま
す。こ の章の構成は、次の と お り です。

 • レポー ト について（6-1 ページ）

 • レポー ト 設定パラ メ ータ の設定（6-5 ページ）

 • レポー ト の生成 と 表示（6-6 ページ）

レポー ト について
Cisco Unity Connection Serviceability を使用する と 、シ ス テム設定 と コール ハン ド ラ に関する情
報を収集し て レポー ト を作成で き ます。

表 6-1 に、Cisco Unity Connection Serviceability で生成可能な レポー ト の説明を示し ます。

表 6-1 Cisco Unity Connection Serviceability で使用できるレポー ト  

レポー ト 名（Report 
Name） 出力の説明

電話イ ン ターフ ェ イ ス
（Phone Interface） 
失敗し た ロ グ イ ン
（Phone Interface Failed 
Logon）

電話に よ る  Unity Connection へのサ イ ン イ ンの試行が失敗し た各場合
に関する次の情報が含まれています。

 • サ イ ン イ ンに失敗し たユーザのユーザ名、エ イ リ ア ス、発信者 ID、
および内線番号。

 • ロ グ イ ンに失敗し た日付 と 時刻。

 • ユーザがサ イ ン イ ン試行回数の最大数に達し たかど う か。

ユーザ（Users） 各ユーザに関する次の情報が含まれています。

 • 姓、名、およびエ イ リ ア ス。

 • ユーザに関連付け られた Unity Connection ま たは Cisco Business 
Edition サーバを識別する情報。

 • 課金 ID、サービ ス  ク ラ ス、および内線番号。

 • アカ ウ ン ト が ロ ッ ク さ れている かど う か。

 • ユーザがパーソ ナル着信転送ルールを有効に し ていたかど う か。
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第6章     レポー ト の使用     

レポー ト について
メ ッ セージ ト ラ フ ィ ッ
ク（Message Traffic）

次の ト ラ フ ィ ッ ク  カテゴ リ の総数が含まれています。

 • 音声。

 • フ ァ ク ス。

 • メ ール。

 • 不達確認（NDR）。

 • 送信確認。

 • 開封確認。

 • 時間別合計。

 • 日別合計。

ポー ト  ア ク テ ィ ビテ ィ
（Port Activity）

ボ イ ス  メ ッ セージング  ポー ト に関する次の情報が含まれています。

 • 名前。

 • 処理さ れた イ ンバウ ン ド  コールの数。

 • 処理さ れた発信 MWI コール数。

 • 処理さ れた発信 AMIS コール数。

 • 処理さ れた発信通知コール数。

 • 処理さ れた発信 TRaP コール数。

 • 処理さ れた コールの総数。

メ ールボ ッ ク ス  ス ト ア
（Mailbox Store）

指定された メ ールボ ッ ク ス  ス ト アに関する次の情報が含まれています。

 • メ ール データベース名。

 • 表示名。

 • サーバ名。

 • ア ク セスが可能かど う か。

 • メ ールボ ッ ク ス  ス ト アのサ イ ズ。

 • 最後のエ ラー。

 • ス テータ ス。

 • メ ール データベース を削除で き る かど う か。

ダ イ ヤル プ ラ ン Unity Connection ま たは Cisco Business Edition サーバ上で設定さ れた
サーチ スペースの リ ス ト と 、各サーチ スペースに割 り 当て られたパー
テ ィ シ ョ ンの順序付き リ ス ト が含まれています。

サーバがデジ タル ネ ッ ト ワーク に含まれている場合は、ネ ッ ト ワーク
上のその他のすべての Unity Connection の場所にあ る サーチ スペース
と それに関連付け られたパーテ ィ シ ョ ン  メ ンバーシ ッ プ も リ ス ト さ
れます。

表 6-1 Cisco Unity Connection Serviceability で使用できるレポー ト （続き）

レポー ト 名（Report 
Name） 出力の説明
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レポー ト について
ダ イ ヤル検索範囲（Dial 
Search Scope）

Unity Connection デ ィ レ ク ト リ 内に設定さ れている指定さ れたパー
テ ィ シ ョ ン内のすべてのユーザ と その内線番号の リ ス ト が含まれてい
ます。パーテ ィ シ ョ ンが指定さ れていない場合は、デ ィ レ ク ト リ 内に設
定されているすべてのパーテ ィ シ ョ ンのすべてのユーザ と その内線番
号が リ ス ト さ れます。

ユーザ電話ロ グ イ ンお
よび MWI（User Phone 
Login and MWI）

ユーザご と の電話ロ グ イ ン、MWI ア ク テ ィ ビテ ィ 、および電話機に対
する メ ッ セージ通知に関する次の情報が含まれています。

 • 名前、内線番号、およびサービ ス  ク ラ ス。

 • 各ア ク テ ィ ビテ ィ の日付 と 時刻。

 • 各ア ク テ ィ ビテ ィ の ソース。

 • 完了し た処理（ロ グ イ ン、MWI のオン /オフ、電話機のダ イ ヤルア ウ
ト など）。

 • ダ イ ヤルア ウ ト 番号 と 結果（電話機に対する メ ッ セージ通知の場
合にのみ適用可能）。

 • ロ グ イ ン時のユーザに対する新し い メ ッ セージの数。

ユーザ メ ッ セージ
（User Message） 
ア ク テ ィ ビテ ィ
（Activity）

送受信さ れた メ ッ セージに関する ユーザご と の次の情報が含まれてい
ます。

 • 名前、内線番号、およびサービ ス  ク ラ ス。

 • 各 メ ッ セージの日付 と 時刻。

 • メ ッ セージの タ イ プ。

 • 完了し た処理（ メ ッ セージの新規作成や メ ッ セージの開封など）。

 • メ ッ セージ送信者に関する情報。

同報 リ ス ト 次の情報が含まれています。

 • リ ス ト の名前 と 表示名。

 • リ ス ト が作成さ れた日付 と 時刻（日付 と 時刻はグ リ ニ ッ ジ標準時
で指定さ れます）。

 • リ ス ト に登録さ れたユーザ数のカ ウ ン ト 。

 • [ リ ス ト  メ ンバーを含む（Include List Members）] チェ ッ ク ボ ッ ク ス
がオンになっている場合は、リ ス ト の メ ンバーになってい る ユー
ザご と のエ イ リ ア スの リ ス ト 。

ユーザ ロ ッ ク ア ウ ト
（User Lockout）

ユーザのエ イ リ ア ス、ユーザが ロ グ イ ンに失敗し た回数、ク レデンシ ャ
ルの タ イ プ（結果が「4」の場合は Unity Connection カ ンバセーシ ョ ンか
ら の ロ グ イ ン試行を示し、「3」の場合は Web アプ リ ケーシ ョ ンか ら の
ロ グ イ ン試行を示す）、およびアカ ウ ン ト が ロ ッ ク さ れた日付 と 時刻が
含まれています。

（日付 と 時刻はグ リ ニ ッ ジ標準時で指定さ れます）。

未使用ボ イ ス  メ ール 
アカ ウ ン ト

ユーザのエ イ リ ア ス と 表示名、およびユーザ アカ ウ ン ト が作成さ れた
日付 と 時刻が含まれています。

（日付 と 時刻はグ リ ニ ッ ジ標準時で指定さ れます）。

表 6-1 Cisco Unity Connection Serviceability で使用できるレポー ト （続き）

レポー ト 名（Report 
Name） 出力の説明
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レポー ト について
転送コール課金
（Transfer Call Billing）

各コールに関する次の情報が含まれています。

 • ユーザの名前、内線番号、および課金 ID。

 • コールが発生し た日付 と 時刻。

 • ダ イ ヤル さ れた電話番号。

 • 転送の結果（接続、無応答（RNA）、通話中、ま たは不明）。

発信課金（Outcall 
Billing） 
詳細（Detail）

日付および電話をかけたユーザの内線番号に よ って整理さ れた次の情
報が含まれています。

 • 名前、内線番号、および課金 ID。

 • コールが発生し た日付 と 時刻。

 • 呼び出さ れた電話番号。

 • コールの結果（接続、無応答（RNA）、通話中、ま たは不明）。

 • コールの長さ（秒単位）。

発信課金（Outcall 
Billing） 
要約

日付および電話をかけたユーザの名前、内線番号、課金 ID に従って整
理されてお り 、時間ご と に指定さ れたダ イ ヤルア ウ ト 秒数が示さ れた 
1 日（24 時間）の リ ス ト です。

コール ハン ド ラ（Call 
Handler）  
ト ラ フ ィ ッ ク（Call 
Handler Traffic）

各コール ハン ド ラ に関する次の情報が含まれています。1 行が 1 時間
分を表し ます。

 • コールの総数。

 • 電話機のキーパ ッ ド の各キーが押さ れた回数。

 • 内線番号。

 • 無効な内線番号。

 • グ リ ーテ ィ ング処理の回数。

 • 発信者が電話を切った回数。

シ ス テム設定（System 
Configuration）

Unity Connection シ ス テムの設定のすべての側面に関する詳細情報が
含まれています。

ユーザ別 SpeechView ア
ク テ ィ ビテ ィ  レポー ト
（SpeechView Activity 
Report By User）

特定の期間中の特定のユーザに関する、文字変換さ れた メ ッ セージ、失
敗し た文字変換、および切 り 捨て られた文字変換の総数が含まれてい
ます。レポー ト がすべてのユーザに対し て実行さ れた場合、出力はユー
ザご と に分割さ れます。

SpeechView ア ク テ ィ ビ
テ ィ 要約レポー ト
（SpeechView Activity 
Summary Report） 

特定の期間中のシ ス テム全体に関する、文字変換さ れた メ ッ セージ、失
敗し た文字変換、および切 り 捨て られた文字変換の総数が含まれてい
ます。メ ッ セージが複数の受信者に送信さ れた場合で も、その メ ッ セー
ジは 1 回し か文字変換さ れないため、文字変換ア ク テ ィ ビテ ィ は 1 回
だけカ ウ ン ト さ れます。

表 6-1 Cisco Unity Connection Serviceability で使用できるレポー ト （続き）

レポー ト 名（Report 
Name） 出力の説明
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レポー ト 設定パラ メ ータの設定
レポー ト 設定パラ メータの設定
Cisco Unity Connection はデータ を収集し て保存する よ う に自動的に設定さ れる ので、ユーザは
そのデータ か ら レポー ト を生成で き ます。こ の項で列挙するパ ラ メ ータは、生成対象レポー ト の
出力に合わせて調整で き ます。すべてのレポー ト  パラ メ ータの設定が、Cisco Unity Connection 
Administration の [システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [レポー ト （Reports）] 
ページにあ り ます。

レポー ト  データは、データ の保存に関し て設定し たパラ メ ータ に応じ て、徐々に上書き されま
す。履歴を残すためにレポー ト を保管する場合は、レポー ト を定期的に生成する ス ケジ ュールを
立て、生成さ れた レポー ト を  Unity Connection ま たは Cisco Business Edition サーバ以外の場所に
保存する こ と をお勧め し ます。

 • [データ収集サ イ ク ルの間隔（ ミ リ 秒）（Milliseconds Between Data Collection Cycles）]：デフ ォ
ル ト では 30 分（1,800,000 ミ リ 秒）に設定さ れています。こ の設定に よ って、Unity Connection 
がレポー ト  データ の収集サ イ ク ル間で待機する時間が制御されます。

 • [レポー ト  データベースのデータ保存期間（日）（Days to Keep Data in Reports Database）]：デ
フ ォル ト では、180 日に設定さ れています。生成し ている レポー ト の時間範囲に こ れを超え
る日数を指定し た場合で も、データ の日数は こ こ で設定し た値に よ って制限される こ と に注
意し て く だ さ い。

 • [レポー ト 出力の最大レ コー ド 数（Maximum Records in Report Output）]：デフ ォル ト では 
25,000 レ コー ド に設定さ れています。こ のフ ィ ール ド に許容される最大値は 30,000 レ コー
ド です。生成する レポー ト が許容さ れる レ コー ド の最大数を超えている場合は、レポー ト を
何回かに分けて生成し ます（た と えば、1 回に含める日付の範囲やユーザ アカ ウ ン ト 数を減
ら し ます）。

（注） [ユーザ メ ッ セージ ア ク テ ィ ビテ ィ  レポー ト （User Message Activity Report）] の [レポー ト 出力の
最大レ コー ド 数（Maximum Records in Report Output）] 設定は、デフ ォル ト の 25,000 レ コー ド では
な く 、15,000 レ コー ド に制限さ れています。これは、レポー ト のサ イ ズに よ る も のです。

HTTPS ネ ッ ト ワーキン
グ同期エ ラー レポー ト
（HTTPS Networking 
Sync Error Report）

（HTTPS ネ ッ ト ワーキングにのみ該当）デ ィ レ ク ト リ 同期中に同期し
ないデ ィ レ ク ト リ  オブジ ェ ク ト に関連する以下の情報が含まれます。

 • 作成日（Creation Date）

 • 失敗し た ObjectId

 • USN

 • オブジ ェ ク ト  タ イ プ（Object Type）

 • ロ ケーシ ョ ンの表示名

 • HTTP(S) の リ ン ク

 • エ ラー メ ッ セージ

表 6-1 Cisco Unity Connection Serviceability で使用できるレポー ト （続き）

レポー ト 名（Report 
Name） 出力の説明
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レポー ト の生成と表示
 • [進捗イ ンジケータ を表示する ために必要な最小レ コー ド 数（Minimum Records Needed to 
Display Progress Indicator）]：デフ ォル ト では 2,500 レ コー ド に設定されています。こ のフ ィ ー
ル ド に許容さ れる最大値は 10,000 レ コー ド です。進捗イ ンジケータ の目的は、要求された レ
ポー ト のサ イ ズが大き く 、完了に長時間かかる可能性があ る場合に警告する こ と です。Unity 
Connection では、レポー ト はブ ラ ウザか ら生成し ます。こ のブ ラ ウザ セ ッ シ ョ ンは、レポー
ト が生成さ れる まで開いた ま まに し てお く 必要があ り ます。データベースのサ イ ズ、生成さ
れる レポー ト の タ イ プに応じ て、レポー ト の生成に長い時間がかかる可能性があ り ます。そ
の間、ブ ラ ウザを使用で きず、Connection Administration セ ッ シ ョ ン を開いた ま まに し てお く
必要があ り ます。

レポー ト の生成と表示
レポー ト を生成する際は、次の項目の一部ま たは全部を指定で き ます。

 • レポー ト に含める オブジ ェ ク ト （ユーザ アカ ウ ン ト やコール ハン ド ラ など）

 • レポー ト に含める日付 と 時刻の範囲

 • レポー ト 内のデータ の ソー ト 順

レポー ト のフ ァ イル形式は、次の中か ら選択で き ます。

レポー ト を生成する には、シ ス テムがビジー状態でない時間帯が最適です。Unity Connection が
多 く の コールを処理し ていない通常の営業時間後、ま たは、他のプ ロ セスが実行中でない場合
（フルバ ッ ク ア ッ プの前後など）です。レポー ト 生成要求は、キ ューに入れ られます。複数のレ
ポー ト が（それぞれ別のブ ラ ウザか ら）同時に生成さ れた場合は、レポー ト が順次待機し、一度に 
1 つずつ処理さ れます。

注意 シ ス テムがビジー状態の と き に大き な レポー ト を生成する と 、シ ス テム  リ ソース を消費し、結果
と し てシ ス テム  ユーザへの応答が遅 く な る可能性があ り ます。

レポー ト は、事前にス ケジ ュールで き ません。レポー ト の生成中に Unity Connection ま たは
Cisco Business Edition サーバをシ ャ ッ ト ダ ウ ン し た り 、Connection Administration のブ ラ ウザ 
セ ッ シ ョ ン を終了させる と 、レポー ト の生成がキ ャ ンセル されます。

Web ページ HTML フ ァ イル レポー ト 出力は、Web ブ ラ ウザに表示さ れます。

小さ な レポー ト をすぐに表示する には、こ の形式を選択し ます。

レポー ト を保管し てお く 場合は、PDF レポー ト を生成する こ と をお勧し
ます。

カ ンマ区切りのフ ァ
イル

テキ ス ト  フ ァ イル（CSV フ ァ イル と も い う ）。レポー ト 出力は、カンマで
区切られたデータ  ス ト リ ン グ と し て表示さ れます。

スプレ ッ ド シー ト  アプ リ ケーシ ョ ンなどの別のアプ リ ケーシ ョ ンで情
報を表示ま たは印刷する場合に、こ の形式を選択し ます。

PDF フ ァ イル レポー ト 出力は、印刷および保存が可能な PDF と し て表示さ れます。

レポー ト を保管し てお く 場合は、こ の形式を選択する こ と をお勧め し
ます。
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レポー ト の生成と表示
レポー ト を生成し て表示するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability で、[ツール（Tools）] > [レポー ト （Reports）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [Serviceability レポー ト （Serviceability Reports）] ページで、生成する レポー ト の名前を選択し
ます。

ステ ッ プ 3 レポー ト 出力に適切なフ ァ イル形式を選択し ます。

ステ ッ プ 4 フ ィ ール ド が使用可能な場合は、開始時間 と 終了時間（年、月、日、時刻）を選択し て、日付の範囲
を設定し ます。

ステ ッ プ 5 必要に応じ て、その他のパラ メ ータ を設定し ます。

ステ ッ プ 6 [レポー ト の生成（Generate Report）] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 ス テ ッ プ 3 で選択し たフ ァ イル形式に従って、レポー ト 出力を表示し ます。

Web ページ 出力がブ ラ ウザ ウ ィ ン ド ウに表示さ れます。

カ ンマ区切りのフ ァ
イル

[フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド （File Download）] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き、
フ ァ イルを開 く か保存する かについて確認する メ ッ セージが表示さ れ
ます。

PDF フ ァ イル [フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド （File Download）] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き、
フ ァ イルを開 く か保存する かについて確認する メ ッ セージが表示さ れ
ます。
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レポー ト の生成と表示
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C H A P T E R 7

ボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールの使用

こ の章では、Cisco Unity Connection Serviceability でのボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールの使用
に関する情報を提供し ます。こ の章の構成は、次の と お り です。

 • ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールについて（7-1 ページ）

 • Unity Connection サ イ ト 内の他の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンへの リ モー ト  ア ク セスの設
定（7-2 ページ）

 • ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールでのレプ リ ケーシ ョ ン ステータ ス情報の表示（7-3 ページ）

ボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールについて
ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールを使用する と 、Unity Connection サ イ ト 内の ロ ケーシ ョ ンの
状態を  1 か所か ら確認で き ます （こ のツールでは、サ イ ト 間ゲー ト ウ ェ イ と し て機能し ている サ
イ ト 内のロ ケーシ ョ ン を特定する こ と も でき ますが、その他のサイ ト の状態は表示でき ません）。

こ のツールを使用すれば、サ イ ト 内のレプ リ ケーシ ョ ン問題をすばや く 特定し た り 、サ イ ト 内の
任意の 2 つの ロ ケーシ ョ ン間でレプ リ ケーシ ョ ンのス テータ スに関する情報を入手し た り で き
ます。

こ のツールには、サ イ ト 表示、データ表示、およびサ イ ト 表示内のア イ コ ンの意味を説明する鍵
が含まれています。

サ イ ト 表示には、Unity Connection サ イ ト 内の ロ ケーシ ョ ン ご と のア イ コ ンが表示さ れます。ア
イ コ ン自体が ロ ケーシ ョ ンの健全性の イ ンジケータ になっています（特定の ロ ケーシ ョ ンか ら
データ が収集で き ない こ と を示す場合も あ り ます）。

データ表示には、サイ ト 表示で選択された ロ ケーシ ョ ンのペアに関する情報が表示されます。こ
の情報には、現在、あ る ロ ケーシ ョ ンでデ ィ レ ク ト リ 情報が別のロ ケーシ ョ ン と 一緒にプルまた
はプ ッ シ ュ されているかど う か と 、あ る ロ ケーシ ョ ンでや り 取 り される レプ リ ケーシ ョ ン  メ ッ
セージの USN、つま り 、シーケン ス番号に関する情報が含まれています （2 つのロ ケーシ ョ ンが同
期し ている場合は、レプ リ ケーシ ョ ン更新を送信し ている ロ ケーシ ョ ンの [最後に送信された 
USN（Last USN Sent）] と  [最後に応答確認された USN（Last USN Acknowledged）] の値が、更新を受
信し ている ロ ケーシ ョ ンの [最後に受信された USN（Last USN Received）] の値 と 一致し ます。レプ
リ ケーシ ョ ン中は、[最後に応答確認された USN（Last USN Acknowledged）] の値が [最後に送信さ
れた USN（Last USN Sent）] の値よ り も低いのが普通です）。Cisco Unity Connection Administration 
で も プ ッ シ ュ /プル状態や USN 情報を検索でき ますが、ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールを使用
する と 、1 か所か らすべてを確認でき る ため、情報へのア ク セスが容易にな り ます。

サ イ ト 表示内のア イ コ ンに関する詳細情報については、鍵を使用し ます。ポ イ ン タ を鍵の中のア
イ コ ンに移動する と 、それに関する情報が表示さ れます。[詳細（More）] リ ン ク を選択する と 、そ
の他のア イ コ ン を表示で き ます。
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第7章     ボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ  ツールの使用        

Unity Connection サイ ト 内の他の Unity Connection ロケーシ ョ ンへのリ モー ト  ア クセスの設定
ヒ ン ト オプシ ョ ンで、ロ ケーシ ョ ン  ア イ コ ン を右ク リ ッ クする と 、その ロ ケーシ ョ ンの Cisco Unity 
Connection Serviceability ま たは Cisco Unity Connection Administration にア ク セスで き ます。ロ
ケーシ ョ ンがサ イ ト 間 リ ン クへのゲー ト ウ ェ イ の場合は、リ モー ト  サ イ ト 内のサーバのマ ッ プ
を表示する こ と も で き ます。

Unity Connection サイ ト 内の他の Unity Connection ロケー
シ ョ ンへのリ モー ト  アクセスの設定

ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールを使って Unity Connection サ イ ト 内の他の ロ ケーシ ョ ンか ら
必要なデータ を収集する には、こ のツールを使用する ロ ケーシ ョ ンに、サ イ ト 内の他の ロ ケー
シ ョ ンに関する サ イ ン イ ン情報が保存さ れている必要があ り ます。サ イ ン イ ン情報はサ イ ト 内
の ロ ケーシ ョ ン間でレプ リ ケー ト さ れないため、サ イ ト 内の複数の ロ ケーシ ョ ンでボ イ ス  ネ ッ
ト ワーク  マ ッ プ ツールを使用する場合は、ツールを使用する ロ ケーシ ョ ン ご と に、こ の項の手
順を実行する必要があ り ます。

（注） サ イ ン イ ン情報は、Connection Administration の [一括編集（Bulk Edit）] モー ド でネ ッ ト ワーク全
体のオブジ ェ ク ト を編集する場合に も使用さ れます。サ イ ン イ ン情報を変更する と 、一括編集
モー ド へのア ク セスに も影響し ます。

Unity Connection サイ ト 内の他の Unity Connection ロケーシ ョ ンへのリ モー ト  アクセスを設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、[ネ ッ ト ワーク（Networking）] を展開し てか ら、[Unity 
Connectionロ ケーシ ョ ン  パス ワー ド （Location Passwords）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [エン タープ ラ イ ズ管理パス ワー ド の検索（Search Enterprise Administration Passwords）] ページ
で、リ ス ト か ら  Unity Connection ロ ケーシ ョ ンのいずれかを選択し ます。

ステ ッ プ 3 [エ イ リ ア ス（Alias）] フ ィ ール ド に、リ モー ト  サーバへのサイ ン イ ンに使用する アカ ウ ン ト のユー
ザ名を入力し ます。こ のアカ ウ ン ト は、システム管理者ロールを持っている必要があ り ます。

ステ ッ プ 4 [パス ワー ド （Password）] フ ィ ール ド に、リ モー ト  サーバへのサ イ ン イ ンに使用する アカ ウ ン ト
のパス ワー ド を入力し ます。

ステ ッ プ 5 [新規追加（Add New）] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 [保存（Save）] を選択し ます。

ヒ ン ト リ モー ト  ア ク セスは、必要な と き にのみ設定する こ と も で き ます。リ モー ト  ア ク セス
が不要になった場合は、[エン タープ ラ イ ズ管理パス ワー ド の検索（Search Enterprise 
Administration Password）] ページで、該当する アカ ウ ン ト の横にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス
をオンに し て  [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択する と 、サ イ ン イ ン情報を削除
で き ます。

ステ ッ プ 7 必要に応じ て、ス テ ッ プ 2 ～ス テ ッ プ 6 を繰 り 返し て、Unity Connection サ イ ト 内の他の ロ ケー
シ ョ ンへの リ モー ト  ア ク セス を設定し ます。
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第7章     ボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールの使用

ボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールでのレプ リ ケーシ ョ ン  ステータ ス情報の表示    
ボイス ネッ ト ワーク  マ ッ プ ツールでのレプ リケーシ ョ ン 
ステータ ス情報の表示

ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールを使用する には、Unity Connection サ イ ト 内の他の ロ ケー
シ ョ ンへの リ モー ト  ア ク セス を設定し て、ツールに必要なデータ を収集で き る よ う にする必要
があ り ます。Unity Connection サ イ ト 内の他の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンへの リ モー ト  ア ク
セスの設定（7-2 ページ）

ボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールでレプ リ ケーシ ョ ン  ステータ ス情報を表示するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability の [ツール（Tools）] メ ニ ューで、[ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ
プ（Voice Network Map）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ボ イ ス  ネ ッ ト ワー ク  マ ッ プ（Voice Network Map）] ページで、レプ リ ケーシ ョ ン  ス テータ ス情報
を表示する最初の ロ ケーシ ョ ン を選択し ます。

ステ ッ プ 3 ス テ ッ プ 2 で選択し た ロ ケーシ ョ ン と 別の ロ ケーシ ョ ンの間で送信、受信、ま たは確認応答さ れ
た USN メ ッ セージに関する レプ リ ケーシ ョ ン状態 と データ を表示する には、2 つ目の ロ ケー
シ ョ ンにポ イ ン タ を移動し ます。

ヒ ン ト ポ イ ン タ を新し い ロ ケーシ ョ ンに移動する こ と に よ って、2 つ目の ロ ケーシ ョ ン をす
ばや く 変更で き ます。ま たは、情報表示を  1 つの ロ ケーシ ョ ン  ペアに「ロ ッ ク」する に
は、Control キーを押し なが ら  2 つ目の ロ ケーシ ョ ン を選択し ます。ロ ッ ク を解除する
には、Control キーを押し なが ら、2 つ目のロ ケーシ ョ ン を選択する操作を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ 4 最初の ロ ケーシ ョ ン を変更する には、新し い ロ ケーシ ョ ン を選択し てか ら、ス テ ッ プ 3 を繰 り 返
し ます。

ステ ッ プ 5 指定し た更新イ ン ターバルに基づいて、ツールの表示情報が定期的に更新されます。更新イ ン
ターバルを変更する には

a. [設定（Config）] タ ブを選択し ます。

b. [ア ッ プデー ト 間隔（Update Interval）] フ ィ ール ド に、表示情報の更新頻度に関する値を入力
し ます。最小値は 15 秒で、デフ ォル ト 値は 30 秒です。Tomcat サービ スが再起動さ れる たび
に、イ ン ターバルがデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト さ れます。

c. [保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 定期更新を一旦停止し て、現在のデータ を表示し続け る には、[一時停止（Pause）] タ ブを選択し ま
す。タ ブの ラベルが [開始（Resume）] に変化し ます。ツールの定期更新を再開させる場合に選択
し ます。

ステ ッ プ 7 次の更新イ ン ターバルを待たずにレプ リ ケーシ ョ ン情報を即時更新する には、[更新（Update）] タ
ブを選択し ます。
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ボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールでのレプ リ ケーシ ョ ン  ステータ ス情報の表示
7-4
Cisco Unity Connection Serviceability ア ド ミ ニス ト レーシ ョ ン  ガイ ド 、リ リース 11.x



Cisco Unity Connection Serviceability
C H A P T E R 8

HTTPS ネ ッ ト ワーキングでのボイス ネ ッ ト
ワーク  マ ッ プ ツールの使用

こ の章では、Cisco Unity Connection Serviceability でのボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールの使用
に関する情報を提供し ます。こ の章の構成は、次の と お り です。

 • HTTPS ネ ッ ト ワーキングでのボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールの理解（8-1 ページ）

 • HTTPS ネ ッ ト ワーク上の他の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンへの リ モー ト  ア ク セスの設定
（8-2 ページ）

 • ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールでのレプ リ ケーシ ョ ン ステータ ス情報の表示（8-3 ページ）

HTTPS ネ ッ ト ワーキングでのボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ
プ ツールの理解

ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールを使用する と 、HTTPS Cisco Unity Connection ネ ッ ト ワーク
内の ロ ケーシ ョ ンの状態を  1 か所か ら確認で き ます。

こ のツールを使用すれば、ネ ッ ト ワーク内のレプ リ ケーシ ョ ン問題をすばや く 特定し た り 、ネ ッ
ト ワーク内の任意の 2 つ以上の ロ ケーシ ョ ン間でレプ リ ケーシ ョ ンのス テータ スに関する情報
を入手し た り で き ます。

こ のツールには、ネ ッ ト ワーク表示、データ表示、およびネ ッ ト ワーク表示内のア イ コ ンの意味
を説明する鍵が含まれています。

ネ ッ ト ワーク表示には、HTTPS ネ ッ ト ワーク内の ロ ケーシ ョ ン ご と のア イ コ ンが表示さ れます。
ア イ コ ン自体が ロ ケーシ ョ ンの健全性の イ ンジケータ になっています（特定の ロ ケーシ ョ ンか
らデータ が収集で き ない こ と を示す場合も あ り ます）。た と えば、特定の ロ ケーシ ョ ンのパス
ワー ド が設定さ れていない場合、ネ ッ ト ワーク表示でその ロ ケーシ ョ ンの上にマ ウ スのカーソ
ルを置 く と 、対応する メ ッ セージが表示さ れます。

データ表示には、ネ ッ ト ワーク表示で選択さ れた ロ ケーシ ョ ンのペアに関する情報が表示され
ます。こ の情報には、ホ ス ト  ア ド レ ス、表示名、前回の同期時間、レプ リ ケーシ ョ ン  セ ッ ト 、最大 
USN、最後の USN、およびネ ッ ト ワーク内の 2 つの ロ ケーシ ョ ン間の SYNC MODE が含まれま
す。デ ィ レ ク ト リ 同期に関連する フ ィ ール ド の詳細については、Cisco Unity Connection 
Administration の該当するページに移動し、[ヘルプ（Help）] > [ こ のページ（This Page）] を参照し
て く だ さ い。

ネ ッ ト ワーク表示内のア イ コ ンに関する詳細情報については、鍵を使用し ます。ポ イ ン タ を鍵の
中のア イ コ ンに移動する と 、それに関する情報が表示されます。[詳細（More）] リ ン ク を選択する
と 、その他のア イ コ ン を表示で き ます。
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HTTPS ネ ッ ト ワーク上の他の Unity Connection ロケーシ ョ ンへのリ モー ト  ア クセスの設定
ヒ ン ト オプシ ョ ンで、ロ ケーシ ョ ン  ア イ コ ン を右ク リ ッ クする と 、その ロ ケーシ ョ ンの Cisco Unity 
Connection Serviceability ま たは Cisco Unity Connection Administration にア ク セスで き ます。

HTTPS ネ ッ ト ワーク上の他の Unity Connection ロケー
シ ョ ンへのリ モー ト  アクセスの設定

ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールを使って HTTPS ネ ッ ト ワーク内の他の ロ ケーシ ョ ンか ら必
要なデータ を収集する には、こ のツールを使用する ロ ケーシ ョ ンに、HTTPS ネ ッ ト ワーク内の他
の ロ ケーシ ョ ンに関する サ イ ン イ ン情報が保存さ れている必要があ り ます。サ イ ン イ ン情報は
ネ ッ ト ワーク内のロ ケーシ ョ ン間でレプ リ ケー ト されないため、サイ ト 内の複数のロ ケーシ ョ ン
でボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールを使用する場合は、ツールを使用する ロ ケーシ ョ ン ご と
に、こ の項の手順を実行する必要があ り ます。

（注） サ イ ン イ ン情報は、Connection Administration の [一括編集（Bulk Edit）] モー ド でネ ッ ト ワーク全
体のオブジ ェ ク ト を編集する場合に も使用さ れます。サ イ ン イ ン情報を変更する と 、一括編集
モー ド へのア ク セスに も影響し ます。

HTTPS ネ ッ ト ワーク上の他の Cisco Unity Connectionロケーシ ョ ンへのリ モー ト  アクセスを設定する
方法

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、[ネ ッ ト ワーク（Networking）] を展開し てか ら、[Unity 
Connectionロ ケーシ ョ ン  パス ワー ド （Location Passwords）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [エン タープ ラ イ ズ管理パス ワー ド の検索（Search Enterprise Administration Passwords）] ページ
で、リ ス ト か ら  Unity Connection ロ ケーシ ョ ンのいずれかを選択し ます。

ステ ッ プ 3 [エ イ リ ア ス（Alias）] フ ィ ール ド に、リ モー ト  サーバへのサ イ ン イ ンに使用する アカ ウ ン ト の
ユーザ名を入力し ます。こ のアカ ウ ン ト は、シ ステム管理者ロールを持っている必要があ り ます。

ステ ッ プ 4 [パス ワー ド （Password）] フ ィ ール ド に、リ モー ト  サーバへのサ イ ン イ ンに使用する アカ ウ ン ト
のパス ワー ド を入力し ます。

ステ ッ プ 5 [新規追加（Add New）] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 [保存さ れたエン タープ ラ イ ズ管理パス ワー ド （Stored Enterprise Administration Passwords）] で
は、リ モー ト  ア ク セス を設定するUnity Connection ロ ケーシ ョ ンに対応するチェ ッ ク ボ ッ ク ス を
チェ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 7 [保存（Save）] を選択し ます。

ヒ ン ト リ モー ト  ア ク セスは、必要な と き にのみ設定する こ と も で き ます。リ モー ト  ア ク セス
が不要になった場合は、[エン タープ ラ イ ズ管理パス ワー ド の検索（Search Enterprise 
Administration Password）] ページで、該当する アカ ウ ン ト の横にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス
をオンに し て  [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択する と 、サ イ ン イ ン情報を削除
で き ます。

ステ ッ プ 8 必要に応じ て、ス テ ッ プ 2 ～ ス テ ッ プ 7 を繰 り 返し て、HTTPS ネ ッ ト ワーク内の他の ロ ケー
シ ョ ンへの リ モー ト  ア ク セス を設定し ます。
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ボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールでのレプ リ ケーシ ョ ン  ステータ ス情報の表示    
ボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールでのレプ リ ケー
シ ョ ン ステータ ス情報の表示

ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールを使用するには、HTTPS ネ ッ ト ワーク内の他のロ ケーシ ョ ン
への リ モー ト  ア ク セス を設定し て、ツールに必要なデータ を収集でき る よ う にする必要があ り ま
す。HTTPS ネ ッ ト ワーク上の他の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンへの リ モー ト  ア ク セスの設定

HTTPS ネ ッ ト ワーク内のボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールでレプ リ ケーシ ョ ン  ステータ ス情報を表
示する方法

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Serviceability の [ツール（Tools）] メ ニ ューで、[ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ
プ（Voice Network Map）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ボ イ ス  ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ（Voice Network Map）] ページで、レプ リ ケーシ ョ ン情報を表示する
最初の ロ ケーシ ョ ン を選択し ます。

ステ ッ プ 3 レプ リ ケーシ ョ ン  セ ッ ト およびス テ ッ プ 2および他の ロ ケーシ ョ ンで選択し た リ モー ト  ロ ケー
シ ョ ンに関連付け られた最後の USN などのレプ リ ケーシ ョ ン情報を表示する には、2 番目の ロ
ケーシ ョ ンにポ イ ン タ を移動し ます。

（注） • ま た、HTTP(S) ネ ッ ト ワーク内の参照ロ ケーシ ョ ンに関し て、直接ま たは間接的に接続さ れ
た ロ ケーシ ョ ン を  VNMAP ツールを使用し て表示する こ と がで き ます。

 • ロ ケーシ ョ ン を選択せずにネ ッ ト ワーク表示内の任意の ロ ケーシ ョ ン上にポ イ ン タ を置 く
と 、以下の情報がデータ表示セ ク シ ョ ンに表示さ れます。

 – ホ ス ト  ア ド レ ス（Host Address）

 – [表示名（Display Name）]

 – リ ト ラ イ  キ ューのサ イ ズ（Retry Queue Size）

ヒ ン ト ポ イ ン タ を新し い ロ ケーシ ョ ンに移動する こ と に よ って、2 つ目の ロ ケーシ ョ ン をす
ばや く 変更で き ます。ま たは、情報表示を  1 つの ロ ケーシ ョ ン  ペアに「ロ ッ ク」する に
は、Control キーを押し なが ら  2 つ目の ロ ケーシ ョ ン を選択し ます。ロ ッ ク を解除する
には、Control キーを押し なが ら、2 つ目のロ ケーシ ョ ン を選択する操作を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ 4 最初の ロ ケーシ ョ ン を変更する には、新し い ロ ケーシ ョ ン を選択し てか ら、ス テ ッ プ 3 を繰 り 返
し ます。

ステ ッ プ 5 指定し た更新イ ン ターバルに基づいて、ツールの表示情報が定期的に更新されます。更新イ ン
ターバルを変更する には

a. [設定（Config）] タ ブを選択し ます。

b. [ア ッ プデー ト 間隔（Update Interval）] フ ィ ール ド に、表示情報の更新頻度に関する値を入力
し ます。最小値は 15 秒で、デフ ォル ト 値は 30 秒です。Tomcat サービ スが再起動さ れる たび
に、イ ン ターバルがデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト さ れます。

c. [保存（Save）] を選択し ます。
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第8章     HTTPS ネ ッ ト ワーキングでのボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ  ツールの使用         

ボイス ネ ッ ト ワーク  マ ッ プ ツールでのレプ リ ケーシ ョ ン  ステータ ス情報の表示
ステ ッ プ 6 定期更新を一旦停止し て、現在のデータ を表示し続け る には、[一時停止（Pause）] タ ブを選択し ま
す。タ ブの ラベルが [開始（Resume）] に変化し ます。ツールの定期更新を再開させる場合に選択
し ます。

ステ ッ プ 7 次の更新イ ン ターバルを待たずにレプ リ ケーシ ョ ン情報を即時更新する には、[更新（Update）] タ
ブを選択し ます。
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